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はじめに

このガイドでは、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの各Oracle Fusion Middleware管理ページの参照情報を示します。


対象読者

このドキュメントは、Fusion Middleware Controlを使用してOracle Fusion Middlewareを管理する管理者を対象にしています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。


Oracle Supportへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリを参照してください。





表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















第I部



Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャの管理

この部では、Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ・コンポーネントを管理する場合に実行する必要がある標準的なタスクのセットについて説明します。

この部の内容は、次のとおりです。

	
第1章「Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ・コンポーネントの管理」


	
第2章「Oracle ADFアプリケーションの管理」


	
第3章「Oracle Metadata Services (MDS)の管理」


	
第4章「Oracle WebLogic Serverの管理」


	
第5章「セキュリティおよび監査設定の管理」


	
第6章「Oracle Fusion Middleware Webサービスの管理」


	
第7章「Oracle User Messaging Serviceの管理」


	
第8章「Oracle Enterprise Schedulerの管理」











1 Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ・コンポーネントの管理


この章では、Oracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ・コンポーネントの管理に関連した一般的またはコアなタスクについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Fusion Middleware管理時のヘルプの使用


	
Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示


	
Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの構成


	
ドメインへの管理対象サーバーの追加


	
ドメインでのクラスタの作成


	
パフォーマンス・メトリックの情報の取得




詳細は、次を参照してください。

	
Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理


	
Oracle Fusion Middlewareの管理






1.1 Oracle Fusion Middleware管理時のヘルプの使用

Fusion Middleware Controlの使用中にオンライン・ヘルプを使用するには:

	
Fusion Middleware Controlの「ヘルプ」メニューから「ヘルプの目次」を選択して、ローカル・オンライン・ヘルプ・システムの目次を表示します。

オンライン・ヘルプの「目次」から、Oracle Technology Network (OTN)のOracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリにあるFusion Middleware Controlの一般的なタスク・ページに直接つながっているリンクをクリックできます。

「目次」から、特定のOracle Fusion Middlewareブックに直接リンクすることもできます。


	
使用可能な場合は、「ヘルプ」メニューから「ページ参照」を選択して、ページで使用可能な特定のオプションに関する詳細情報を記述したヘルプ・トピックを表示します。

すべてのページで「ページ参照」コマンドがサポートされているわけではありませんが、参照形式でさらに説明を必要とする構成フィールドまたは要素が含まれているほとんどのページの場合では、そのコマンドは使用可能です。


	
「ヘルプ」メニューから「使用方法」を選択して、現行のページに関連した一般的なタスクを実行する方法について学習します。

このコマンドによって、現行のページに関連した一般的な管理またはモニタリング・タスクに役立つOracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリの特定のトピックが表示されます。




Fusion Middleware Controlを使用してOracle Fusion Middleware環境を管理する方法の詳細は、「Fusion Middleware Controlの「共通タスク」ページの使用」を参照してください。






1.2 Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示

Oracle Fusion Middlewareのコンポーネントは、すべてのタイプのイベントを記録するメッセージを含むログ・ファイルを作成します。ログ・ファイルを使用して、一般的な問題をトラブルシューティングできます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle Fusion Middlewareのコンポーネントで使用されるOracle Diagnostic Logging (ODL)の形式を理解します。


	
ファームのログ・ファイルの内容を表示および検索します。


	
ログ・ファイル内のメッセージをコンポーネント全体で関連付けます。




ログ・ファイルの表示の詳細は、第1.3項「Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの構成」を参照してください。






1.3 Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの構成

Oracle Fusion Middlewareコンポーネントによって生成されたログ・ファイルは、複数の方法で構成できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ログ・ファイルに保存されるメッセージのレベルを設定します。


	
ログ・ファイルの形式を変更します。


	
ログ・ファイルの場所を変更します。


	
ログ・ファイルのローテーション・ポリシーを変更します。


	
QuickTraceハンドラを構成して使用します。


	
選択的トレースを構成して使用します。




ログ・ファイルの表示の詳細は、第1.2項「Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示」を参照してください。






1.4 ドメインへの管理対象サーバーの追加

現行のドメインに管理対象サーバーを追加する手順は、次のとおりです。

	
Oracle WebLogic Serverドメインの概念およびドメインの管理対象サーバーの役割を理解します。


	
Oracle WebLogic Serverの環境を新しいコンピュータ要件に合うように拡張するための様々な方法を検討します。


	
Oracle WebLogic Serverのノード・マネージャおよびマシンについて学習します。


	
ドメインに管理対象サーバーを追加します。




詳細は、次を参照してください。

	
『Oracle Fusion Middlewareの管理』の「拡張管理: 環境の拡張」


	
『高可用性ガイド』のトポロジのスケール・アウト(マシンのスケール・アウト)に関する項









1.5 ドメインでのクラスタの作成

クラスタを作成する手順は、次のとおりです。

	
Oracle WebLogic Serverクラスタの機能および特徴を理解します。


	
マルチキャスト・メッセージおよびユニキャスト・メッセージを理解します。


	
Fusion Middleware Controlを使用してクラスタを作成します。




クラスタの作成の詳細は、次を参照してください。

	
WebLogic Serverクラスタの使用に関するドキュメントのの構成ロードマップの説明


	
Oracle WebLogic Serverクラスタの管理









1.6パフォーマンス・メトリックの情報の取得

Fusion Middleware Controlを使用して、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントまたはアプリケーションを管理もしくはモニターする場合、そのコンポーネントまたはアプリケーションの現在のパフォーマンスの実態を把握するのに役立つパフォーマンス・メトリックを確認できます。

多くの場合、これらのメトリックは対話型グラフの形式で表示されますが、表形式で表示されることもあります。

パフォーマンス・メトリックの使用や対比は、モニタリング対象となるコンポーネントまたはアプリケーションの「パフォーマンス・サマリー」ページから行うことをお薦めします。

「パフォーマンス・サマリー」ページを使用した環境のモニタリングに関する詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle Fusion Middlewareのパフォーマンスの表示に関する項を参照してください。

特定のパフォーマンス・メトリックの定義を取得するには、『Oracle Enterprise Manager Oracle Fusion Middlewareメトリック・リファレンス・マニュアル』を参照してください。












2 Oracle ADFアプリケーションの管理

Oracle Application Development Framework (Oracle ADF)は、Oracle ADFビジネス・コンポーネント、Oracle ADFモデル、Oracle ADF ControllerおよびOracle ADF Facesリッチ・クライアントを組み込むことができるFusion Webアプリケーションを作成するために使用されます。

この項では、Oracle ADFアプリケーションを管理するために実行する標準的なタスク・セットについて説明します。

	
ADFのパフォーマンス情報の表示


	
ADFの構成とパラメータの変更






2.1 ADFパフォーマンス情報の表示

アプリケーション・モジュール・プールおよびADFタスク・フローに関するパフォーマンス情報を表示できます。アプリケーション・モジュール・コンポーネントを使用すると、複数のブラウザ・ページにまたがる作業ユニットをサポートできます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ADFアプリケーションに関するパフォーマンス情報を表示します。


	
アプリケーション・モジュールのプール・パフォーマンスを表示します。


	
タスク・フローのパフォーマンスを表示します。









2.2 ADFの構成とパラメータの変更

ADF接続の構成とパラメータの現在の設定を表示できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ビジネス・コンポーネントの構成パラメータを変更します。


	
接続構成を変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用してビジネス・コンポーネントを変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用して接続構成を変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用してMDSを変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用してADFアプリケーション構成を変更します。


	
システムMBeanブラウザを使用してアクティブ・データ・サービス構成を変更します。


	
ADFランタイムJARのバージョンを見つけます。















3 Oracle Metadata Services (MDS)の管理


この章では、Oracle Metadata Services (MDS)を管理するために必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Metadata Servicesリポジトリの構成および使用


	
MDSを必要とするカスタマイズ可能なアプリケーションの開発


	
MDSリポジトリの作成および登録


	
ADFアプリケーションのMDSリポジトリの管理


	
「メタデータ・リポジトリ」ページ


	
「MDSリポジトリ」ホーム・ページ






3.1 Oracle Metadata Servicesリポジトリの構成および使用

この項では、MDSリポジトリを構成および使用するために実行が必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

	
カスタマイズ可能なアプリケーションを開発します。


	
MDSリポジトリを作成して登録します。


	
アプリケーションをデプロイします。


	
アプリケーションのMDSリポジトリを管理します。









3.2 MDSを必要とするカスタマイズ可能なアプリケーションの開発

Oracle Metadata Services (MDS)の使用を開始するには、次のタスクを実行します。

	
カスタマイズ可能なアプリケーションおよびMDSの概念を理解します。


	
MDSを必要とするカスタマイズ可能なアプリケーションを開発します。




詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のメタデータ・リポジトリの管理に関する項を参照してください。






3.3 MDSリポジトリの作成および登録

次の手順は、Oracle Metadata Services (MDS)リポジトリを登録して、リポジトリを使用するカスタマイズ可能なアプリケーションをデプロイできるようにする方法を説明しています。

	
ファイルベースまたはデータベースベースのMDSリポジトリのいずれが必要なのかを判断します。

一般的に、ファイルベースのリポジトリは開発環境で使用されます。またデータベース・ベース・リポジトリは本番環境で使用されます。


	
ファイルベースのMDSリポジトリを作成および登録します。

または

データベース・ベースのMDSリポジトリを作成および登録します。

	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用して、データベースにMDSスキーマを作成します。


	
MDSリポジトリをFusion Middleware Controlに登録します。

注意: このMDSリポジトリを使用するアプリケーションをデプロイする前に、MDSリポジトリをOracle WebLogic Serverドメインに登録する必要があります。







詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のメタデータ・リポジトリの管理に関する項を参照してください。






3.4 ADFアプリケーションのMDSリポジトリの管理

アプリケーションをデプロイした後、アプリケーションおよびメタデータに対して実行できる管理タスクは多数あります。

このアプリケーション管理プロセスの手順は、次のとおりです。

	
アプリケーションのMDS構成を変更します。


	
様々なメタデータ・リポジトリを使用するようにアプリケーションを構成します。


	
ファイルからDBメタデータ・リポジトリに変換します。


	
アプリケーション・メタデータをテストから本番に移行します。


	
アプリケーション・メタデータをバックアップしてリカバリします。




詳細は、『Oracle Application Development FrameworkによるFusion Webアプリケーションの開発』を参照してください。






3.5 「メタデータ・リポジトリ」ページ

このページを使用して、現在のドメインによって使用されるメタデータ・リポジトリを登録および登録解除します。

MDSリポジトリを使用する手順は、次のとおりです。

	
MDSリポジトリについて理解します。


	
MDSリポジトリを作成して登録します。




詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のメタデータ・リポジトリの管理に関する項を参照してください。






3.6 「MDSリポジトリ」ホームページ

このページを使用して、選択したMDSリポジトリおよびリポジトリ内のパーティションを管理します。

通常、パーティションはアプリケーションのデプロイ時に作成されます。このため、MDSリポジトリの管理は、アプリケーションのライフサイクルのコンテキストで実行されます。

MDSアプリケーションのライフサイクルの手順は、次のとおりです。

	
MDSを必要とするカスタマイズ可能なアプリケーションを開発します。


	
MDSリポジトリを作成して登録します。


	
アプリケーションをデプロイします。


	
MDSリポジトリを管理します。


	
メタデータ・ラベルを管理します。




詳細は、『Oracle Fusion Middlewareの管理』のメタデータ・リポジトリの管理に関する項を参照してください。












4 Oracle WebLogic Serverの管理


この章では、Oracle WebLogic ServerおよびWebLogic Serverドメインの管理に関連した標準的なタスクについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
WebLogic Serverドメインの管理


	
WebLogic Serverインスタンスの構成および管理


	
WebLogic Serverクラスタの管理


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションの再デプロイ


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのアンデプロイ


	
アプリケーション・デプロイメントの管理


	
管理対象サーバーおよび管理対象サーバーにデプロイされたアプリケーションのモニター


	
クラスタおよびクラスタにデプロイされたアプリケーションのモニター


	
WebLogic Serverドメイン・パーティションの管理


	
JDBCデータ・ソースの作成および管理


	
WebLogic Serverメッセージングの管理


	
WebLogic Serverのユーザーおよびグループの管理


	
JNDIツリーの表示






4.1 Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理

次に、Fusion Middleware ControlからWebLogicドメインを管理する手順について説明します。

	
ドメインで管理サーバーおよび管理対象サーバー・インスタンスを表示します。


	
ドメインの変更に必要な構成を設定するには、Oracle WebLogic Server管理コンソールを使用します。


	
チェンジ・センターを使用し、Fusion Middleware Controlでユーザー・プリファレンスを設定します。


	
ドメインにデプロイしたシステム・コンポーネントおよびアプリケーションをモニターします。


	
ドメインに追加アプリケーションをデプロイします。




Oracle WebLogic Serverの管理の詳細は、次を参照してください。

	
Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理


	
『Oracle WebLogic Serverの理解』のWebLogic Serverシステム管理の概要に関する項









4.2 管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理

次に、Oracle WebLogic Server管理コンソールからWebLogicドメインを管理する手順について説明します。

	
Oracle WebLogic Server管理コンソールの表示方法を説明します。

あるいは、Fusion Middleware Controlから管理コンソールにアクセスするには、「WebLogic Server管理コンソール」ハイパーリンクまたは「動的ターゲット」メニュー項目を選択します。


	
Oracle WebLogic Serverオンライン・ヘルプの詳細を参照してください。




Oracle WebLogic Serverの管理の詳細は、『Oracle WebLogic Serverの理解』のWebLogic Serverシステム管理の概要に関する項を参照してください。






4.3 WebLogic Serverドメインの管理

Oracle WebLogic Server管理ドメインとは、Oracle WebLogic Serverリソースの論理的に関連したグループです。ドメインには管理サーバーという特別なOracle WebLogic Serverインスタンスが含まれており、ドメイン内のすべてのリソースがそこで一元的に構成および管理されます。通常、ドメインは、管理対象サーバーというOracle WebLogic Serverインスタンスも含めるように構成します。Webアプリケーション、EJB、Webサービスおよびその他のリソースは管理対象サーバーに配置し、アプリケーション・サーバーは構成および管理にのみ使用します。

次に、Oracle WebLogic Serverドメインを管理する手順について説明します。

	
WebLogic Serverドメインおよびドメイン構成を理解します。


	
WebLogicドメインをモニターします。


	
WebLogicドメインを管理します。


	
WebLogicドメインを構成します。




Oracle WebLogic Serverドメインの作成および構成の詳細は、次を参照してください。

	
『WebLogic Scripting Toolの理解』のWLSTオフラインを使用したWebLogicドメインの作成に関する項


	
構成ウィザードによるWebLogicドメインの作成









4.4 WebLogic Serverインスタンスの構成および管理

ドメインを作成するとき、管理サーバーも作成します。管理サーバーは、WebLogic Server管理コンソールを実行し、構成変更をドメイン内の他のサーバーに分散します。一般的な本番環境では、1つまたは複数の管理対象サーバーをドメインに作成してビジネス・アプリケーションをホストし、管理サーバーは管理対象サーバーの構成とモニターにのみ使用します。

次に、WebLogic Serverインスタンスを管理する手順について説明します。

	
WebLogic Serverシステム管理を理解します。


	
サーバー・インスタンスをモニターします。


	
サーバー・インスタンスを管理します。


	
サーバー・インスタンスを構成します。


	
サーバー・テンプレートを構成します。




Oracle WebLogic Serverインスタンスの管理および構成の詳細は、次を参照してください。

	
Oracle WebLogic Serverサーバーの起動と停止の管理


	
『WebLogic Scripting Toolの理解』のWLSTおよびノード・マネージャを使用したサーバーの管理に関する項


	
『Oracle WebLogic Serverノード・マネージャの管理』のノード・マネージャを使用したサーバーの管理に関する項


	
Oracle WebLogic Serverサーバー環境の管理









4.5 WebLogic Serverクラスタの管理

WebLogic Serverクラスタは、同時に動作し、連携して高度なスケーラビリティと信頼性を実現する複数のWebLogic Serverサーバー・インスタンスで構成されます。クライアントでは、1つのクラスタが、1つのWebLogic Serverインスタンスのように認識されます。クラスタを構成する複数のサーバー・インスタンスは同じマシン上で実行することも、複数のマシンに配置することもできます。クラスタの能力は、既存のマシン上のクラスタにサーバー・インスタンスを追加することによって強化できます。また、新たにサーバー・インスタンスを配置するためのマシンをクラスタに追加することもできます。

次に、WebLogic Serverクラスタを管理する手順について説明します。

	
WebLogic Serverクラスタおよびクラスタ構成を理解します。


	
WebLogic Serverクラスタをモニターします。


	
クラスタでサーバー・インスタンスを管理します。


	
WebLogic Serverクラスタの構成。




詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』で次の項を参照してください。

	
「クラスタ内の通信」


	
「WebLogicクラスタの設定」


	
「クラスタリングのベスト・プラクティス」


	
「一般的な問題のトラブルシューティング」









4.6 Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ

Oracle WebLogic Serverにアプリケーションをデプロイする手順について説明します。

	
アプリケーションのデプロイ手順を理解します。


	
アプリケーションのデプロイ、再デプロイおよびアンデプロイの違いを理解します。


	
デプロイできるアプリケーションのタイプと、それらのアプリケーションのデプロイに使用できる様々な管理ツールを理解します。


	
デプロイするアプリケーションのタイプに基づいて、適切な手順を参照してください。

	
Fusion Middleware Controlを使用してJava EEアプリケーションをデプロイします。


	
Fusion Middleware Controlを使用してADFアプリケーションをデプロイします。


	
Fusion Middleware Controlを使用してSOAコンポジット・アプリケーションをデプロイします。







WebLogic Serverドメイン内のアプリケーションおよびモジュール・デプロイメントのモニタリングおよび管理の詳細は、次を参照してください。

	
『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のアプリケーションのデプロイメントに関する項


	
Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ









4.7 Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションの再デプロイ

アプリケーションを再デプロイする前に、「Fusion Middleware Controlを使用してアプリケーションを再デプロイする際の制限」を参照してください。

Oracle WebLogic Serverにアプリケーションを再デプロイする手順について説明します。

	
アプリケーションのデプロイ手順を理解します。


	
アプリケーションのデプロイ、再デプロイおよびアンデプロイの違いを理解します。


	
再デプロイするアプリケーションのタイプに基づいて、該当する手順を参照して、アプリケーションの再デプロイ方法を確認してください。

	
Fusion Middleware Controlを使用してJava EEアプリケーションを再デプロイします。


	
Fusion Middleware Controlを使用してADFアプリケーションを再デプロイします。


	
Fusion Middleware Controlを使用してSOAコンポジット・アプリケーションを再デプロイします。








Fusion Middleware Controlを使用してアプリケーションを再デプロイする際の制限

アプリケーションを再デプロイする場合は、次の点に注意してください。

	
再デプロイするアーカイブのファイル名およびパスは、アプリケーションを最初にデプロイした際に使用したファイル名およびパスと同じにする必要があります。

たとえば、元のアプリケーションのファイル名およびパスが/dua0/staging/myApp.earの場合、更新されたアプリケーションは/dua0/staging/myApp.earである必要があります。


	
最初にアプリケーションをデプロイする際に、Oracle WebLogic Server管理コンソールやWebLogic Scripting Tool (WLST)など別の管理ツールを使用した場合、Fusion Middleware Controlを使用してアプリケーションを再デプロイすることはできません。









4.8 Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのアンデプロイ

Oracle WebLogic Serverでアプリケーションをアンデプロイする手順について説明します。

	
アプリケーションのデプロイ手順を理解します。


	
アプリケーションのデプロイ、再デプロイおよびアンデプロイの違いを理解します。


	
アンデプロイするアプリケーションのタイプに基づいて、該当する手順を参照して、アプリケーションのアンデプロイ方法を確認してください。

	
Fusion Middleware Controlを使用してJava EEアプリケーションをアンデプロイします。


	
Fusion Middleware Controlを使用してADFアプリケーションをアンデプロイします。


	
Fusion Middleware Controlを使用してSOAコンポジット・アプリケーションをアンデプロイします。












4.9 アプリケーション・デプロイメントの管理

Oracle WebLogic Serverドメインにデプロイされたアプリケーションを管理する手順について説明します。

	
WebLogic Serverのアプリケーション・デプロイメントを理解します。


	
アプリケーション・デプロイメントをモニターします。


	
アプリケーション・デプロイメントを制御します。


	
アプリケーション・デプロイメントを構成します。




アプリケーションのデプロイメントのモニタリング、制御および構成の詳細は、『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のアプリケーションのデプロイメントに関する項を参照してください。

Oracle WebLogic Server用アプリケーションの開発およびデプロイの詳細は、次を参照してください。

	
Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発


	
Oracle WebLogic Serverへのアプリケーションのデプロイ









4.10 管理対象サーバーおよび管理対象サーバーにデプロイされたアプリケーションのモニター

次に、Oracle WebLogic Server管理対象サーバーおよびサーバーにデプロイされたアプリケーションをモニターする方法について説明します。

	
Oracle WebLogic Server管理対象サーバーおよびクラスタを理解します。


	
管理対象サーバーをモニターします。


	
デプロイしたアプリケーションのタイプを判断します。

デプロイしたアプリケーションのタイプによって、次のいずれかの操作を行います。

	
Java EEアプリケーションをモニターします。


	
Oracle ADFを利用するアプリケーションをモニターします。


	
Oracle SOA Suiteコンポジット・アプリケーションをモニターします。







管理対象サーバーのモニタリングの詳細は、『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のサーバーのモニターに関する項を参照してください。

アプリケーションのデプロイメントの監視の詳細は、『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のアプリケーションのデプロイメントに関する項を参照してください。






4.11 クラスタおよびクラスタにデプロイされたアプリケーションのモニター

クラスタおよびクラスタにデプロイするアプリケーションをモニターする方法について説明します。

	
Oracle WebLogic Server管理対象サーバーおよびクラスタを理解します。


	
クラスタをモニターします。


	
クラスタにデプロイされたアプリケーションをモニターします。




クラスタのモニタリングの詳細は、『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のクラスタのモニターに関する項を参照してください。

クラスタへのデプロイの詳細は、『Oracle WebLogic Serverクラスタの管理』のクラスタ化構成でのアプリケーションのデプロイメントに関する項を参照してください。






4.12 WebLogic Serverドメイン・パーティションの管理

ドメイン・パーティションは、WebLogicドメインの管理スライスとランタイム・スライスで、WebLogic Server Multi-Tenancy (WLS MT)のビルディング・ブロックです。Multi-tenancyにより、複数のクライアント組織でのドメインの共有が可能になるため、効率性が高まり、操作コストを削減できます。

次に、Fusion Middleware Controlを使用してドメイン・パーティションを管理する手順について説明します。

	
WebLogic Server MTを理解します。


	
WebLogic Server MTを構成します。


	
ドメイン・パーティションを管理します。


	
リソース・マネージャを構成します。




WebLogic Server MTの詳細は、WebLogic Server MTの使用に関する項を参照してください。






4.13 JDBCデータ・ソースの作成および管理

Java Database Connectivity (JDBC)では、WebLogicドメインでJDBCデータ・ソースを介してデータベース接続を構成できます。WebLogic JDBCデータ・ソースにより、データベースへのアクセスおよびデータベース接続管理が可能になります。

Fusion Middleware Controlを使用してJDBCデータ・ソースを作成および管理する方法について説明します。

	
Oracle Fusion Middleware JDBCデータ・ソースの目的およびタイプを理解します。


	
GridLinkデータ・ソースの機能を理解します。


	
一般的なデータ・ソースを作成します。

または

GridLinkデータ・ソースを作成します。

または

マルチ・データ・ソースを作成します。


	
データ・ソースをモニターします。


	
データ・ソースを制御します。


	
データ・ソースを構成します。




JDBCデータ・ソースの作成および管理の詳細は、次を参照してください。

	
『Fusion Middleware ControlによるOracle WebLogic Serverの管理』のWebLogic JDBCデータ・ソースに関する項


	
Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの管理









4.14 WebLogic Serverメッセージングの管理

JMSのWebLogic Server実装は、WebLogic Serverに密接に統合されたエンタープライズクラスのメッセージング・システムです。JMS仕様を完全にサポートし、標準のJMS APIではサポートされない様々なWebLogic JMS拡張機能も提供します。

次に、WebLogic Serverメッセージングを管理する手順について説明します。

	
JMSサーバーをモニター、制御および構成します。


	
ストア・アンド・フォワード・エージェントをモニターおよび管理します。


	
JMSリソースおよびモジュールをモニターおよび制御します。


	
パス・サービスをモニターします。


	
メッセージング・ブリッジをモニターおよび構成します。


	
JMSブリッジ宛先をモニターおよび構成します。


	
永続ストアをモニターおよび構成します。




WebLogic JMSおよび他の関連のWebLogicメッセージング・コンポーネントの詳細は、次のガイドを参照してください。

	
Oracle WebLogic Server JMSアプリケーションの開発


	
Oracle WebLogic Server JMSリソースの管理


	
Oracle WebLogic Serverストア・アンド・フォワード・サービスの管理


	
Oracle WebLogic Server WebLogicメッセージング・ブリッジの管理









4.15 WebLogic Serverのユーザーおよびグループの管理

1つのセキュリティ・レルムはWebLogicリソースを保護する複数のメカニズムから成り立っています。各セキュリティ・レルムには、一連の構成済セキュリティ・プロバイダ、ユーザー、グループ、セキュリティ・ロール、およびセキュリティ・ポリシーが含まれています。セキュリティ・レルムに属するWebLogicリソースにアクセスするには、ユーザーはそのレルムで定義されている必要があります。

次に、WebLogic Serverのユーザーおよびグループを管理する手順を説明します。

	
WebLogic Serverのユーザーおよびグループをモニターします。


	
ユーザーを構成します。


	
グループを構成します。




WebLogic Serverのユーザーおよびグループの詳細は、次のガイドを参照してください。

	
『Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』のセキュリティ・レルムに関する項


	
Oracle WebLogic Serverのセキュリティの管理









4.16 JNDIツリーの表示

JNDIブラウザは、すべてのWebLogic ServerリソースのJNDI名を一元的に検索できる場所です。一般に、WLSクライアント・プログラムの作成中にJNDIブラウザでJNDI名を検索します。JNDIブラウザは、ドメイン、サーバーまたはパーティション内のリソースのツリーを表示します。ツリー内のノードまたはオブジェクトを選択すると、バインディング名、オブジェクト・クラス、オブジェクト・ハッシュ・コードおよびオブジェクトtoString結果エントリを含むJNDI情報が表示されます。

次に、Fusion Middleware Controlを使用してJNDIツリーを表示するための手順について説明します。

	
ドメインのJNDIツリー内のオブジェクトを表示します。


	
サーバーのJNDIツリー内のオブジェクトを表示します。


	
ドメイン・パーティションのJNDIツリー内のオブジェクトを表示します。




WebLogic JNDIの詳細は、Oracle WebLogic Server JNDIアプリケーションの開発のWebLogic JNDIの理解を参照してください。












5 セキュリティおよび監査設定の管理


この章では、セキュリティおよび監査を管理するために必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Fusion Middleware Controlを使用した監査ポリシーの管理


	
Fusion Middleware Controlを使用した監査ストアの構成


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーション・ポリシーの管理


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーション・ロールの管理


	
Fusion Middleware Controlを使用したシステム・ポリシーの管理


	
Fusion Middleware Controlを使用した資格証明の管理


	
キーストア・サービスでのキーストアの管理


	
キーストア・サービスでの証明書の管理






5.1 Fusion Middleware Controlを使用した監査ポリシーの管理

Fusion Middleware監査フレームワークは、製品のミドルウェア・ファミリに一元化された監査フレームワークを提供します。Oracle Platform Security Services、Oracle Web Services Manager、Oracle Web Servicesおよびその他のコンポーネントなどのJavaコンポーネントの監査設定は、セキュリティ管理の一部としてドメイン・レベルで処理されます。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
コンポーネントの監査ポリシーの表示および更新


	
コンポーネントの監査イベントの選択


	
監査ポリシーのカスタマイズ




監査ポリシーの詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のFusion Middleware Controlを使用した監査ポリシーの管理に関する項を参照してください






5.2 Fusion Middleware Controlを使用した監査ストアの構成

デフォルトでは、セキュリティ監査データはファイルに保存されます。データベース・ストアを使用して監査を構成し、監査データの管理を改善することをお薦めします。

監査ストア用にデータベースを構成するには、次のようにします(Javaコンポーネントのみに適用)。

	
リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を使用して、データベースに監査スキーマがインストールされているかを検証します。


	
Oracle Weblogic Server管理コンソールを使用してデータ・ソースを作成します。


	
ドメインの監査ストア設定を表示します。


	
監査ストアとして、データベースを使用するようにドメインを設定します。




監査レポートを表示するには、次のステップを実行します。

	
前述の説明に従い、監査ストア用のデータベースを構成します。


	
収集した監査データを分析します。







	
注意:

Javaコンポーネントとシステム・コンポーネントに同じデータベースを使用することで、監査レポートにすべてのコンポーネントの監査レコードを表示できます。







監査の詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』の次の項を参照してください。

	
監査ポリシーの管理


	
監査データ・ストアの管理


	
データベース・ストアの拡張管理









5.3 Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーション・ポリシーの管理

アプリケーション・ポリシーは、アプリケーション内でプリンシパルが実行を許可される権限セット(Webページの閲覧やレポートの変更など)を指定する機能ポリシーです。

アプリケーション・ポリシーの特徴を次に示します。

	
プリンシパルを権限受領者として使用します。少なくとも1つのプリンシパルを割り当てる必要があります。


	
1つ以上の権限または資格を使用できますが、その両方は使用できません。




資格を使用するポリシーは資格に基づくポリシーと呼ばれ、1つ以上の権限を使用するポリシーはリソースに基づくポリシーと呼ばれます。

このページで次のタスクを実行できます。

	
アプリケーション・ポリシーを作成


	
既存のポリシーに基づいてアプリケーション・ポリシーを作成します。


	
アプリケーション・ポリシーを編集


	
パターンに一致するアプリケーション・ポリシーを表示




アプリケーション・ポリシーの管理の詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のアプリケーション・ポリシーの管理に関する項を参照してください。






5.4 Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーション・ロールの管理

アプリケーション・ロールは、ユーザー、グループおよびその他のアプリケーション・ロールの集まりであり、階層構造にできます。アプリケーション・ロールはアプリケーション・ポリシーによって定義されます。Java EEコンテナに認識されるとは限りません。アプリケーション・ロールは、外部ロールに多対多でマッピングできます。たとえば、(アイデンティティ・ストアに格納されている)外部グループemployeeを、(あるストライプ内の)アプリケーション・ロールhelpdesk service requestにマッピングして、さらに(別のストライプ内の)アプリケーション・ロールself service HRにマッピングできます。

このページで次のタスクを実行できます。

	
アプリケーション・ロールを作成


	
既存のロールに基づいてアプリケーション・ロールを作成


	
アプリケーション・ロールを編集


	
パターンに一致するアプリケーション・ロールを表示




アプリケーション・ロールの管理の詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のアプリケーション・ロールの管理に関する項を参照してください。






5.5 Fusion Middleware Controlを使用したシステム・ポリシーの管理

システム・ポリシーは、プリンシパルまたはコード・ソースが実行を許可される権限セットを指定するポリシーで、ドメイン全体に適用されます。システム・ポリシーではコード・ソースとプリンシパルに権限が付与されますが、アプリケーション・ポリシーではプリンシパルのみに権限を付与できます。

このページで次のタスクを実行できます。

	
システム・ポリシーを作成


	
既存のポリシーに基づいてシステム・ポリシーを作成


	
システム・ポリシーを編集


	
パターンに一致するシステム・ポリシーを表示




システム・ポリシーの管理の詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のシステム・ポリシーの管理に関する項を参照してください。






5.6 Fusion Middleware Controlを使用した資格証明の管理

OPSSでは、そこに置かれたデータに応じて次のタイプの資格証明がサポートされています。

	
パスワード資格証明は、ユーザー名とパスワードをカプセル化します。


	
汎用資格証明は、対称キーなどの任意のカスタマイズされたデータまたは任意のトークンをカプセル化します。




資格証明は、マップ名およびキー名によって一意に識別されます。マップには複数のキーを保持することができ、通常、マップ名は、アプリケーションの名前に対応しており、同じマップ名を持つすべての資格証明により、資格証明の論理グループ(そのアプリケーションによって使用される資格証明など)が定義されます。マップ名とキー名のペアは、資格証明ストアにあるすべてのエントリで一意である必要があります。

パスワードに設定できる文字の数や種類に制限はありません。ただし、空やnullではいけません。LDAPセキュリティ・ストアの汎用資格証明の最大サイズは、4Kです。

Oracle Walletはデフォルトのファイルベース資格証明ストアであり、X.509証明書を格納でき、本番環境では通常、Oracle Internet Directory LDAPベースまたはDBベースの資格証明ストアを使用します。

このページで次のタスクを実行できます。

	
資格証明マップを作成


	
資格証明マップにキーを追加


	
キーを編集


	
パターンに一致する資格証明を表示




資格証明の管理の詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』の資格証明の管理に関する項を参照してください。






5.7 キーストア・サービスでのキーストアの管理

OPSSキーストア・サービスでは、SSL、メッセージ・セキュリティ、暗号化および類似したタスク用のキーおよび証明書を管理できます。このサービスを使用して、キー、証明書およびその他のアーティファクトを含むキーストアを作成および管理します。

キーストアの一般的なタスクは、次のとおりです。

	
直接作成するか、ファイル・システムからキーストア・ファイルをインポートして、アプリケーション・ストライプのコンテキスト内でキーストアを作成します。


	
キーストアを更新または削除します。パスワードで保護されたキーストアの更新の場合は、キーストア・パスワードを入力する必要があります。


	
キーストア・パスワードの変更




このページで次のタスクを実行できます。

	
キーストアを作成


	
キーストアを削除


	
キーストアのパスワードを編集




キーストアの管理の詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』の次の項を参照してください。

	
キーストアの作成


	
キーストアの削除


	
キーストア・パスワードの変更









5.8 キーストア・サービスでの証明書の管理

キーおよび証明書は、アプリケーション・ストライプ内のキーストアに存在します。1つのアプリケーション・ストライプには2つ以上のキーストアがある場合があり、それぞれが一意の名前を持ちます。キーストアには、非対称キー、対象キーおよび信頼できる証明書が含まれます。

このページで次のタスクを実行できます。

	
鍵ペアを生成


	
証明書署名リクエストを生成


	
証明書をエクスポートおよびインポート


	
証明書パスワードの変更


	
証明書を削除




キーストアの管理の詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』の次の項を参照してください。

	
鍵ペアの生成


	
CSR証明書の生成


	
証明書のエクスポートまたは信頼できる証明書のエクスポート


	
証明書のインポートまたは信頼できる証明書のインポート


	
証明書の削除


	
証明書のパスワードの変更















6 Oracle Fusion Middleware Webサービスの管理


この章では、Oracle Web Services Manager (OWSM)ポリシーの管理およびOracle Web Servicesの保護に必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
新規のポリシーの作成


	
ポリシーの編集


	
ポリシーの削除


	
現行バージョンのポリシーの変更


	
Webサービスへのポリシーのアタッチ


	
Webサービス・エンドポイントのテスト


	
Webサービス・クライアントの構成


	
OWSMドメイン構成の管理


	
ポリシー・セットの表示


	
新規のポリシー・セットの作成


	
ポリシー・セットの編集


	
ポリシー・セットのポリシー構成のオーバーライド


	
ポリシー・セットの削除






6.1 新規のポリシーの作成

この項では、新しいポリシーを作成するために必要な手順のサマリーについて説明します。1つ以上のアサーション・テンプレートを使用したり、既存のポリシーをクローニングして希望どおりに編集することで、新しいポリシーを作成できます。


始める前に

	
ポリシーによって実施する必要のある動作を決定し、事前定義済ポリシーを使用できるかどうかを判別します。


	
様々なカテゴリのポリシーを把握します。


	
ポリシーがアタッチ可能なポリシー・サブジェクトを把握します。


	
ポリシーの命名規則を決定します。





ポリシーの作成

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
新規のポリシーを作成する場合、作成機能を使用します。


	
既存のポリシーを雛形として使用する場合、類似作成機能を使用します。




ポリシーの作成の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware ControlによるWebサービス・ポリシーの管理に関する項を参照してください。






6.2 ポリシーの編集

この項では、ポリシーを編集するために必要な手順のサマリーについて説明します。アサーション・テンプレートを使用したか、事前定義済ポリシーをクローニングして作成したポリシーのみを編集できます。事前定義済ポリシーは編集できません。これらのポリシーは読取り専用です。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシーの詳細を再表示します。


	
ポリシー・サブジェクト上のポリシーの編集による影響を分析します。


	
ポリシーを編集します。




ポリシーの編集の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware ControlによるWebサービス・ポリシーの管理に関する項を参照してください。






6.3 ポリシーの削除

この項では、ポリシーを削除するために必要な手順のサマリーについて説明します。アサーション・テンプレートを使用したか、事前定義済ポリシーをクローニングして作成したポリシーのみを削除できます。事前定義済ポリシーは削除できません。これらのポリシーは読取り専用です。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシーの詳細を再表示します。


	
ポリシー・サブジェクト上のポリシーの削除による影響を分析します。


	
ポリシーを削除します。




ポリシーの削除の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware ControlによるWebサービス・ポリシーの管理に関する項を参照してください。






6.4 現行バージョンのポリシーの変更

この項では、現行バージョンのポリシーを変更するために必要な手順のサマリーについて説明します。




	
注意:

ユーザーが作成した現行バージョンのポリシーのみを変更できます。Oracleの事前定義済のポリシーは読取り専用であり変更できないため、バージョン制御は適用されません。







このプロセスの手順は次のとおりです。

	
以前のバージョンのポリシーを確認して、リストアするバージョンを決定します。


	
このポリシーをアタッチするポリシー・サブジェクトを確認します。


	
現行バージョンのポリシーを変更します。




現行バージョンのポリシーの変更の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のWebサービス・ポリシーのバージョニングに関する項を参照してください。






6.5 Webサービスへのポリシーのアタッチ

この項では、スタンドアロン・ポリシーまたはグローバルに使用可能なポリシー・セットをWebサービスにアタッチするために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシーをアタッチするWebサービスを識別します。


	
現在Webサービスにアタッチされているポリシーまたはポリシー・セットを表示します。


	
Webサービス・エンドポイントにアタッチするポリシーにナビゲートします。


	
必要なポリシーが存在しない場合、新規のポリシーを作成します。


	
ポリシーを表示し、要件を満たしていることを確認します。


	
変更が必要な場合、ポリシーを編集します。

注意: 事前定義済のポリシーの編集はお薦めしません。


	
ポリシーをWebサービスにアタッチします。


	
Webサービスをテストして、ポリシーがWebサービスで使用されていることを確認します。




ポリシーのアタッチの詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のポリシーのアタッチに関する項を参照してください。






6.6 Webサービス・エンドポイントのテスト

この項では、「Webサービスのテスト」ページを使用して、ポリシーが強制されていること、および期待どおりの結果が得られることを確認するために必要な手順のサマリーについて説明します。




	
注意:

GETまたはPOSTサービス・ポート操作を選択することで、RESTful Webサービスをテストできます。ただし、SOAPプロトコルがRESTful Webサービスで使用されていないため、セキュリティ・オプションは、「HTTP Basic認証」または「なし」のみです。「レスポンス」タブ上の結果は、標準Webサービス結果の簡易バージョンです。また、SOAPアクションと、WS-RM、MTOM、WS-Addressingなどのその他のWebサービス・ポリシーは、RESTエンドポイントには適用されません。







このプロセスの手順は次のとおりです。

	
テストするWebサービスへ移動し、操作を確認します。


	
セキュリティ・ポリシーを使用して、操作の1つをテストします。


	
テスト結果を確認します。


	
操作を再度テストし、アプリケーションの負荷を生成します。


	
テスト結果を確認します。


	
システム・パラメータおよびアプリケーション・パフォーマンス・メトリックを確認します。




Webサービスのテストの詳細は、『Webサービスの管理』のWebサービスのテストに関する項を参照してください。






6.7 Webサービス・クライアントの構成

この項では、「Webサービス・クライアント」ページを使用してSOA参照、ADF DC Webサービス・クライアントなどのOracle Infrastructureクライアント用のポリシーおよびHTTPプロパティを構成する、または「Webサービス・コールバック・クライアント」ページを使用して非同期Webサービス・コールバック・クライアントを構成するために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ポリシー」タブを使用して、クライアント・ポリシーのアタッチまたはデタッチ、クライアント・ポリシー参照の有効化または無効化、およびセキュリティ構成のオーバーライドを行います。


	
「構成」タブを使用してクライアントを構成します。







	
注意:

「一般」領域の「エンドポイント・アドレス」および「セッションの保持」プロパティは、非同期Webサービス・コールバック・クライアントの「コールバック・クライアント」ページでは使用できません。







Webサービス・クライアントの構成の詳細は、『Webサービスの管理』のFusion Middleware Controlを使用したWebサービス・クライアントの構成に関する項を参照してください。






6.8 OWSMドメイン構成の管理

この項では、ドメイン・レベルでOWSM構成を管理するために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ドメインに関する一般情報を表示および変更します。

「全般」タブでは、ドメイン名、プラットフォーム・タイプ、およびアプリケーションとサービスの数を表示できます。ドメインの表示名と説明を変更できます。また、構成のバージョン情報も表示されます。


	
ドメインレベルの認証を構成します。

「認証」タブでは、環境に必要な認証設定を構成できます。ここでは、SAML信頼の構成、発行されたトークンの存続期間の指定、およびOWSMで作成されたサブジェクトの構成ができます。SAMLとSAML2ログイン・モジュール、Kerberosログイン・モジュールおよびX509ログイン・モジュールの構成、さらにカスタム・ログイン・モジュールの作成もできます。


	
ドメインレベル・メッセージ・セキュリティを構成します。

「メッセージ・セキュリティ」タブでは、環境に必要なメッセージ保護設定を構成できます。ここでは、システム・クロック間のデフォルト・メッセージ・タイムスタンプの時差、キャッシュ内のnonceメッセージの存続期間、メッセージの有効期限およびXPath変換を調整することで、OWSMキーストアの構成およびセキュリティ・ポリシー強制のチューニングができます。WSDLでX509証明書を公開することで、Webサービス・ポリシーを強制するかどうかなど、アイデンティティ設定も指定できます。また、X509を公開する場合は、ホスト名検証を無視するかどうかも指定できます。いつセキュアな通信を期限切れにするかなど、セキュアな通信設定も構成できます。


	
ポリシー・アクセスを構成します。

「ポリシー・アクセス」タブでは、いつ自動検出機能を使用するかなど、ポリシー・マネージャの接続を構成できます。OWSMドメイン用のSSL設定の構成、およびポリシー・キャッシュのチューニングもできます。




OWSMドメインの構成の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』の「OWSMドメイン構成の管理」を参照してください。






6.9 ポリシー・セットの表示

この項では、「ポリシー・セットの表示」ページを使用してポリシー・セットの構成を見直すために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシー・セットの詳細を再表示します。




ポリシー・セットの表示の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware Controlを使用したポリシー・セットの構成の表示に関する項を参照してください。






6.10 新規のポリシー・セットの作成

この項では、新しいポリシー・セットを作成したり、既存のポリシー・セットをコピーして編集するために必要な手順のサマリーについて説明します。




	
注意:

既存のポリシー・セットからポリシー・セットを作成すると、すべての値とアタッチメントが新規のポリシー・セットにコピーされます。新規のポリシー・セットのリソース・スコープとポリシー・アタッチメントは変更できますが、適用されるリソースのタイプは変更できません。








始める前に

	
ポリシー・セットを使用したポリシーのグローバルなアタッチ方法を理解します。


	
ポリシー・セットに含まれるリソースのタイプおよびスコープの定義方法を理解します。


	
実行時制約の指定方法を理解します。


	
組織全体でWebサービスを一貫して管理および保護するためのポリシー・フレームワークを理解します。





ポリシー・セットの作成

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
新規のポリシー・セットを作成する場合、作成機能を使用します。


	
既存のポリシー・セットを新規ポリシー・セットの雛形として使用する場合、類似作成機能を使用します。




新しいポリシー・セットの作成の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のポリシー・セットを使用したポリシーのグローバルなアタッチに関する項を参照してください。






6.11 ポリシー・セットの編集

この項では、ポリシー・セットを編集するために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシー・セットの詳細を再表示します。


	
ポリシー・セットを編集します。




ポリシー・セットの編集の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のポリシー・セットの編集に関する項を参照してください。






6.12 ポリシー・セットのポリシー構成のオーバーライド

この項では、ポリシー・セットのポリシー構成をオーバーライドするために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシー・セットの詳細を再表示します。


	
ポリシー構成をオーバーライドします。




ポリシー・セットのポリシー構成のオーバーライドの詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware Controlを使用したポリシー構成プロパティのオーバーライドに関する項を参照してください。






6.13 ポリシー・セットの削除

この項では、ポリシー・セットを削除するために必要な手順のサマリーについて説明します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ポリシー・セットの詳細を再表示します。


	
ポリシー・セットを削除します。




ポリシー・セットの削除の詳細は、『Oracle Web Services ManagerによるWebサービスの保護とポリシーの管理』のFusion Middleware Controlを使用したポリシー・セットの削除に関する項を参照してください。












7 Oracle User Messaging Serviceの管理


Oracle User Messaging Service (ユーザー・メッセージング・サービス)では、通知をユーザー・デバイスに送信するアプリケーションを作成できます。この章では、ユーザー・メッセージング・サービスを構成するために必要な標準的なタスクのセットについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第7.1項「メッセージング・サーバーの構成」


	
第7.2項「Oracle User Messaging Serviceドライバのデプロイ」


	
第7.3項「Oracle User Messaging Serviceドライバの構成」


	
第7.4項「登録済クライアント・アプリケーションの表示」


	
第7.5項「メッセージの検索」






7.1 メッセージング・サーバーの構成

メッセージ・サーバーを構成するには、メッセージ・サーバーのデプロイメント・タイプを設定(ランタイムと管理データの格納方式を選択)し、「ユーザー通信プリファレンス」でメッセージ・フィルタの作成に使用するビジネス条件を追加または削除します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ドライバをデプロイします。


	
「ユーザー通信プリファレンス」でビジネス条件を追加します。


	
「ユーザー通信プリファレンス」でビジネス条件を削除します。









7.2 Oracle User Messaging Serviceドライバのデプロイ

Oracle User Messaging Service (ユーザー・メッセージング・サービス)には、電子メール、SMPPおよびXMPPドライバがすでにデプロイされています。






7.3 Oracle User Messaging Serviceドライバの構成

Oracle User Messaging Service (ユーザー・メッセージング・サービス)には、電子メール、SMPPおよびXMPPドライバがすでにデプロイされています。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ユーザー・メッセージング・サービス」ホームページから「関連ドライバ」にアクセスします。


	
リストでドライバを選択し、構成します。


	
「ドライバ固有の構成」セクションを展開し、ドライバのパラメータを構成します。









7.4 登録済クライアント・アプリケーションの表示

「メッセージング・クライアント・アプリケーション」ページでは、メッセージ・サーバーに(自己)登録したクライアント・アプリケーションを表示できます(クライアント・アプリケーションは、メッセージの送信時に自動登録されます)。

メッセージング・クライアント・アプリケーションがアンデプロイされ、他のアプリケーションが使用できるようにする必要があるアクセス・ポイントにとどまったままの場合は、そのアプリケーションを手動で登録解除できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ユーザー・メッセージング・サービス」ホームページからメッセージング・クライアント・ページにアクセスします。


	
登録解除するメッセージング・クライアント・アプリケーションを選択します。


	
選択した内容を確認して確定します。









7.5 メッセージの検索

送受信したメッセージの配信ステータスを確認し、選択したメッセージを再送信できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ユーザー・メッセージング・サービス」ホームページから「メッセージ・ステータス」ページにアクセスします。


	
デフォルトの検索基準を使用してメッセージを選択します。


	
検索フィールドを追加し、必要な演算子と検索値を設定して、検索をカスタマイズします。















8 Oracle Enterprise Schedulerの管理

この章では、Oracle Enterprise Schedulerを構成するために必要な標準的なタスク・セットについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
ジョブ・リクエストの検索


	
ジョブ・リクエストの発行


	
ジョブ定義の作成


	
作業割当ての作成


	
パージ・ポリシーの構成


	
Webサービス・ポリシーの構成






8.1 ジョブ・リクエストの検索

次に、ジョブ・リクエストを表示、検索、発行する手順のサマリーを示します。実行中のジョブ・リクエストの保持、再開および取消しも可能です。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
事前定義されたクイック検索を実行するか、アプリケーション、リクエストID、ステータスなど特定の検索基準を入力します。


	
オプションで、特定の時間間隔のジョブ・リクエストを検索する拡張検索を実行します。


	
ジョブ・リクエストの検索を実行後、検索結果表での列の表示を構成できます。


	
ジョブ・リクエストの検索を発行した後は、ジョブ・リクエストIDまたはリクエスト親IDをクリックすることで、個別のジョブ・リクエストに関する詳細な情報を表示できます。


	
検索結果で返された実行中のジョブ・リクエストを保持、再開または取り消します。





関連項目

Oracle Enterprise Schedulerの管理

ジョブ・リクエストの発行






8.2 ジョブ・リクエストの発行

次に、ジョブの定義とスケジュールを含めて、特定のアプリケーションに対してジョブ・リクエストを発行する手順のサマリーを示します。


始める前に

	
ジョブ定義を作成します。


	
オプションで、ジョブ・スケジュールを定義します。





ジョブ・リクエストの発行

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ジョブ・リクエストの基礎として使用するアプリケーションとジョブ定義を選択します。


	
ジョブ・リクエストの発行を管理するジョブ・スケジュールを指定します。

あるいは、ジョブ・スケジュールを作成します。


	
あるいは、既存のリクエストをテンプレートとして使用してジョブ・リクエストを発行することもできます。


	
リクエストを発行すると、必要に応じてジョブ・リクエストの保持、再開または取消しが可能です。





関連項目

Oracle Enterprise Schedulerの管理

ジョブ定義の作成






8.3 ジョブ定義の作成

次に、ジョブ定義の作成に必要な手順のサマリーを示します。ジョブ定義は、特定のアプリケーションで実行されるジョブ・リクエストの基礎になります。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ジョブ定義のジョブ・タイプを選択します。必要に応じて、ジョブ・パラメータとシステム・プロパティを構成します。


	
ジョブ定義へのアクセスを制御するために、ジョブ定義を特定のロールに関連付けます。


	
必要に応じて、ジョブ定義の非互換性を定義します。


	
ジョブ定義を使用してジョブ・セットを作成します。


	
ジョブ定義を使用してジョブ・リクエストを発行します。





関連項目

Oracle Enterprise Schedulerの管理

ジョブ・リクエストの発行






8.4 作業割当ての作成

次に、作業割当ての作成に必要な手順のサマリーを示します。作業割当ては、ジョブ・リクエスト・プロセッサに関連付けられる実行時の操作上の制約を定義し、1つ以上の稼働シフトおよび特殊化ルールを含みます。稼働シフトでは、ジョブ・リクエスト・プロセッサがジョブ・リクエストを処理する時間枠を指定します。特殊化ルールは、ジョブ・リクエスト・プロセッサがジョブ・リクエストを処理するときの制限を定義します。


作業割当ての作成

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
稼働シフトを作成します。


	
稼働シフトのスケジュールを作成または編集します。


	
作業割当てを作成し、稼働シフトを作業割当てに追加します。





関連項目

Oracle Enterprise Schedulerの管理

ジョブ・リクエストの検索






8.5 パージ・ポリシーの構成

次に、パージ・ポリシーを構成する手順のサマリーを示します。パージ・ポリシーによって、ジョブ・リクエストをパージするか、または保存するかが決まります。


パージ・ポリシーの構成

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
新規パージ・ポリシーを作成します。


	
アプリケーション名、ジョブ定義、ジョブ・タイプなどでポリシーのパージ基準を選択します。


	
ジョブ・リクエストの保存期間を入力します。


	
パージ・ポリシーのスケジュールを選択します。


	
パージ・ポリシーの構成が終わると、ポリシーを更新できます。

特定のスケジューラ・サービスに関するすべてのパージ・ポリシーを表示します。

特定のポリシーを削除します。





関連項目

Oracle Enterprise Schedulerの管理

作業割当ての作成






8.6 Webサービス・ポリシーの構成

次に、Webサービス・ポリシーを構成する手順のサマリーを示します。


Webサービス・ポリシーの構成

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「制約」ドロップダウンから式を選択すると、それに対応する有効なポリシー参照が表示されます。


	
「無効」としてフラグが示されているポリシー・セットについては、リンクをクリックすると、評価エラーの詳細が表示されます。セキュリティ・ポリシーの参照については、違反数のリンクをクリックすると、違反の詳細が表示されます。


	
ポリシーがアタッチまたはデタッチされるとき、有効なポリシー参照が再計算されます。





関連項目

ジョブ定義の作成

Oracle Enterprise Schedulerの管理











第II部



Oracle Web Tierコンポーネントの管理

この部では、Oracle Web Tierを管理する場合に実行する必要がある標準的なタスクのセットについて説明します。

この部の内容は、次のとおりです。

	
第9章「Oracle HTTP Serverの管理」











9 Oracle HTTP Serverの管理

Oracle HTTP Serverは、Oracle Fusion MiddlewareのWebサーバー・コンポーネントです。それは、Oracle WebLogic Server用のリスナーと、静的ページ、動的ページおよびWeb上のアプリケーションをホストするフレームワークを提供します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle HTTP Serverの構成


	
mod_wl_ohsモジュールの構成






9.1 Oracle HTTP Serverの構成

次に、Oracle HTTP Serverを構成する手順のサマリーを示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
リスニング・ポートを設定します。


	
リスニング・ポート用のSSLを構成します。


	
サーバー構成プロパティを指定します。


	
MIME設定を構成します。


	
エラー・ログおよびアクセス・ログを構成します。


	
mod_wl_ohsモジュールを構成します。









9.2 mod_wl_ohsモジュールの構成

Oracle HTTP ServerからOracle WebLogic Serverにリクエストをルーティングするためのmod_wl_ohsモジュールを構成するために必要な手順のサマリーは、次のとおりです。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
mod_wl_ohsモジュール・ルーティングを構成します。


	
mod_wl_ohsのSSLを構成します。


	
mod_wl_ohsログ・ファイルを表示します。














第III部



Oracle SOA Suiteの管理

Oracle SOA Suiteにより、サービスを作成、管理、および統合して、コンポジット・アプリケーションとビジネス・プロセスを生成できます。

この部の内容は、次のとおりです。

	
第10章「SOAインフラストラクチャの管理」


	
第11章「SOAコンポジット・アプリケーションの管理」


	
第12章「サービス・コンポーネントの管理」


	
第13章「バインディング・コンポーネント、Oracle B2BおよびOracle Business Activity Monitoringの管理」


	
第14章「ビジネス・イベントの管理」


	
第15章「Oracle Service Busの管理」











10 SOAインフラストラクチャの管理


SOAインフラストラクチャは、Oracle WebLogic Serverで実行されるJava EE準拠のアプリケーションです。このアプリケーションでは、サービス・エンジンおよびバインディング・コンポーネントのみでなく、コンポジットとそのライフサイクルも管理します。この章では、SOAインフラストラクチャを構成、モニターするために必要な標準的なタスク・セットを説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
SOAインフラストラクチャのリクエスト処理の監視


	
SOAインフラストラクチャ共通プロパティの構成


	
サービスおよび参照バインディング・コンポーネントの監視


	
SOAインフラストラクチャの全体的ステータスのモニター


	
SOAインフラストラクチャに含まれるパーティションの管理


	
「ダッシュボード」ページからのパーティションの管理


	
グローバル・トークン変数の構成


	
大量のインスタンスの自動削除


	
エラー通知ルールの管理


	
ワーク・マネージャ・グループの管理


	
SOAインフラストラクチャのビジネス・フロー・インスタンスのトラッキング


	
SOAインフラストラクチャのエラー・ホスピタルでのフォルトの管理


	
SOAインフラストラクチャのデプロイ済SOAコンポジット・アプリケーションのモニター


	
パーティションのデプロイ済コンポジットの管理


	
パーティションのビジネス・フロー・インスタンスのトラッキング


	
パーティションのエラー・ホスピタルのフォルトの管理






10.1 SOAインフラストラクチャ・リクエスト処理のモニター

次の項に、サービス・エンジン、サービス・インフラストラクチャ、およびバインディング・コンポーネントを使用したメッセージ処理をモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
サービス・インフラストラクチャを理解します。


	
バインディング・コンポーネントを理解します。


	
リクエスト処理をモニターします。









10.2 SOAインフラストラクチャの共通プロパティの構成

次の項に、SOAインフラストラクチャ共通プロパティを構成する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
SOAインフラストラクチャ・アプリケーションを理解します。


	
SOAインフラストラクチャ共通プロパティを構成します。









10.3 サービスおよび参照バインディング・コンポーネントのモニター

次の項で、SOAコンポジット・アプリケーションのサービスおよび参照バインディング・コンポーネントをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービスおよび参照バインディング・コンポーネントを理解します。


	
Oracle JDeveloperのSOAコンポジット・アプリケーションにサービスおよび参照バインディング・コンポーネントを作成します。


	
SOAインフラストラクチャのサービスおよび参照バインディング・コンポーネントをモニターします。









10.4 SOAインフラストラクチャの全体的ステータスのモニター

次の項で、SOAインフラストラクチャの全体的ステータスをモニターする手順のサマリーを示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
SOAインフラストラクチャ・アプリケーションを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
SOAビジネス・フロー・インスタンスを理解します。


	
サービス・エンジンを理解します。


	
SOAインフラストラクチャの全体的ステータスをモニターします。









10.5 SOAインフラストラクチャに含まれるパーティションの管理

次の項で、SOAインフラストラクチャに含まれるパーティションを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
パーティションを理解します。


	
パーティションを管理します。









10.6 「ダッシュボード」ページからのパーティションの管理

次の項で、ホームページからパーティションを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
パーティションを理解します。


	
パーティションを管理します。









10.7 グローバル・トークン変数の構成

次の項で、ホームページからパーティションを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
グローバル・トークン変数の構成









10.8 大量のインスタンスの自動削除

次の項で、大量のインスタンスを自動的に削除する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
データベースの拡張計画


	
データベースの拡張管理


	
自動的に大量のインスタンスを削除します。









10.9 エラー通知ルールの管理

次の項に、エラー通知ルールを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
エラー通知ルールを作成します。









10.10 ワーク・マネージャ・グループの管理

次の項で、ワーク・マネージャ・グループを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ワーク・マネージャ・グループを作成します。









10.11 SOAインフラストラクチャのビジネス・フロー・インスタンスのトラッキング

次の項で、ビジネス・フロー・インスタンスをトラッキングする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ビジネス・フロー・インスタンスを理解します。


	
ビジネス・フロー・インスタンスをトラッキングします。









10.12 SOAインフラストラクチャのエラー・ホスピタルでのフォルトの管理

次の項で、エラー・ホスピタルのフォルトを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
エラー・ホスピタルを理解します。


	
エラー・ホスピタルでのフォルトを管理します。









10.13 SOAインフラストラクチャのデプロイ済SOAコンポジット・アプリケーションのモニター

次の項で、すべてのデプロイされたSOAコンポジット・アプリケーションをモニタリングする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle JDeveloperからのデプロイを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
Oracle Enterprise ManagerからSOAコンポジット・アプリケーションをデプロイします。


	
デプロイされたSOAコンポジット・アプリケーションをモニターします。









10.14 パーティションにデプロイされたコンポジットの管理

次の項で、パーティションにデプロイされたSOAコンポジット・アプリケーションを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
パーティションを理解します。


	
Oracle JDeveloperからのデプロイを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
Oracle Enterprise ManagerからSOAコンポジット・アプリケーションをデプロイします。


	
パーティションにデプロイされたSOAコンポジット・アプリケーションを管理します。









10.15 パーティションのビジネス・フロー・インスタンスのトラッキング

次の項で、ビジネス・フロー・インスタンスをトラッキングする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
パーティションを理解します。


	
ビジネス・フロー・インスタンスを理解します。


	
ビジネス・フロー・インスタンスをトラッキングします。









10.16 パーティションのエラー・ホスピタルのフォルトの管理

次の項で、エラー・ホスピタルのフォルトを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
パーティションを理解します。


	
エラー・ホスピタルを理解します。


	
エラー・ホスピタルでのフォルトを管理します。















11 SOAコンポジット・アプリケーションの管理


この章では、SOAコンポジット・アプリケーションのテスト、モニターおよび管理に必要な標準的なタスク・セットを説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
SOAコンポジット・アプリケーションのダッシュボードのモニター


	
SOAコンポジット・アプリケーションのダイアグラムの表示


	
SOAコンポジット・アプリケーション・レベルのビジネス・フロー・インスタンスのトラッキング


	
SOAコンポジット・アプリケーションのテストの自動化


	
SOAコンポジット・アプリケーション・ポリシーの管理


	
インスタンス監査証跡およびフローの管理


	
実行中のSOAコンポジット・アプリケーションのコンテンツのエクスポート






11.1 SOAコンポジット・アプリケーションのダッシュボードのモニター

次の項で、SOAコンポジット・アプリケーションをモニタリングする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
SOAビジネス・フロー・インスタンスを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションのダッシュボードをモニターします。









11.2 SOAコンポジット・アプリケーションのダイアグラムの表示

次の項で、SOAコンポジット・アプリケーションのダイアグラムを表示する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションのダイアグラムを表示します。









11.3 SOAコンポジット・アプリケーションのビジネス・フロー・インスタンスのトラッキング

次の項で、SOAコンポジット・アプリケーションのビジネス・フロー・インスタンスをトラッキングする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
ビジネス・フロー・インスタンスを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションのビジネス・フロー・インスタンスをトラッキングします。









11.4 SOAコンポジット・アプリケーションのテストの自動化

次の項に、テスト・ケースを使用してSOAコンポジット・アプリケーションのテストを自動化する手順のサマリーを示します。テスト・ケースにより、本番環境へのデプロイより優先して、SOAコンポジット・アプリケーションおよびそのWebサービス・パートナ間の相互作用をシミュレートできます。この項では、主要なテスト・ケースの概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
テスト・ケース、テスト・スイート、エミュレーションおよびアサーションについて理解します。


	
Oracle JDeveloperでテスト・ケースおよびテスト・スイートを作成します。


	
テスト・ケースを実行し、Oracle Enterprise Managerにテスト結果を表示します。









11.5 SOAコンポジット・アプリケーション・ポリシーの管理

次の項に、SOAコンポジット・アプリケーションにポリシーをアタッチまたはデタッチする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
ポリシーを理解します。


	
使用可能な特定のポリシーのタイプおよび、ユーザー環境で使用するポリシーを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーション・ポリシーを管理します。









11.6 インスタンスの監査証跡およびフローの管理

次の項で、BPELプロセスのインスタンス監査証跡およびフローを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ビジネス・フロー・インスタンスを理解します。


	
インスタンス監査証跡およびフローを管理します。









11.7 実行中のSOAコンポジット・アプリケーションのコンテンツのエクスポート

次の項に、実行中のSOAコンポジット・アプリケーションのコンテンツをアーカイブJARファイルにエクスポートする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
実行中のSOAコンポジット・アプリケーションのコンテンツをエクスポートします。















12 サービス・コンポーネントの管理


サービス・コンポーネントは、SOAコンポジット・アプリケーションのビジネス・ロジックを提供します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle BPEL Process Managerの管理


	
Oracle Mediatorの管理


	
デシジョン・サービス・コンポーネント(ビジネス・ルール)の管理


	
ヒューマン・ワークフローの管理






12.1 Oracle BPEL Process Managerの管理

Oracle BPEL Process Managerにより、ビジネス・プロセス・フローを統合、実行することができます。この章ではOracle BPEL Process Managerを構成するために必要な標準的なタスク・セットについて説明します。

この章には次のトピックが含まれます:

	
第12.1.1項「BPELプロセス・サービス・エンジン・プロパティの構成」


	
第12.1.2項「BPELプロセス・サービス・エンジンのデプロイメントのモニター」


	
第12.1.3項「BPELプロセス・サービス・エンジンの保留中およびアクティブなリクエストとスレッドパフォーマンス統計のモニター」


	
第12.1.4項「BPELプロセス・サービス・エンジンのメッセージ障害からのリカバリ」


	
第12.1.5項「BPELプロセス・サービス・コンポーネントのダッシュボードのモニター」


	
第12.1.6項「BPELプロセス・サービス・コンポーネントのポリシーの管理」






12.1.1 BPELプロセス・サービス・エンジンのプロパティの構成

次のセクションに、BPELプロセス・サービス・エンジンのプロパティの構成に必要な手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
Oracle BPEL Process Managerセンサーと分析を理解します。


	
BPELプロセス・サービス・エンジンのプロパティの構成









12.1.2 BPELプロセス・サービス・エンジンでのデプロイメントのモニター

次の項に、BPELプロセス・サービス・エンジンを稼働するすべてのBPELプロセス・サービス・コンポーネントをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
Oracle JDeveloperでのデプロイを理解します。


	
Oracle Enterprise Managerでのデプロイを理解します。


	
BPELプロセス・サービス・エンジンでのデプロイに関する詳細を表示します。









12.1.3BPELプロセス・サービス・エンジンの保留中およびアクティブなリクエストとスレッドパフォーマンス統計のモニター

次の項に、保留中およびアクティブなBPELプロセス・サービス・エンジンのリクエストならびにスレッド統計をモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
保留中およびアクティブなリクエストならびにスレッド統計をモニターします。









12.1.4 BPELプロセス・サービス・エンジンのメッセージ障害からのリカバリ

次の項に、BPELプロセス・サービス・エンジンで手動でメッセージをリカバリする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
メッセージ障害からリカバリします。









12.1.5 BPELプロセス・サービス・コンポーネントのダッシュボードのモニター

次の項に、BPELプロセス・サービス・コンポーネントの最新インスタンスおよびフォルトをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントを理解します。


	
ビジネス・フロー・インスタンスを理解します。


	
BPELプロセス・サービス・コンポーネントのダッシュボードをモニターします。









12.1.6 BPELプロセス・サービス・コンポーネント・ポリシーの管理

次の項に、BPELプロセス・サービス・コンポーネントにポリシーをアタッチまたはデタッチする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントを理解します。


	
ポリシーを理解します。


	
使用可能な特定のポリシーのタイプおよび、ユーザー環境で使用するポリシーを理解します。


	
ポリシーとBPELプロセス・サービス・コンポーネント間でのアタッチおよびデタッチをします。











12.2 Oracle Mediatorの管理


この章では、Oracle Mediatorを構成および管理するために必要な標準的なタスク・セットについて説明します。Oracle Mediatorにより、エンタープライズ内外両方で、サービス・コンシューマとサービス・プロバイダ間のデータをルーティングできます。Oracle Mediatorを使用して、ルーティング・ルールの評価、変換の実行、サービスの起動または他のビジネス・イベントの呼出しを実行できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
第12.2.1項「メディエータ・サービス・コンポーネントの最新インスタンスおよびフォルトのモニター」


	
第12.2.2項「メディエータ・サービス・コンポーネント・インスタンスのモニター」


	
第12.2.3項「メディエータ・サービス・コンポーネントのフォルトのモニター」


	
第12.2.4項「メディエータ・サービス・コンポーネントのフォルトからのリカバリ」


	
第12.2.5項「メディエータ・サービス・コンポーネント・ポリシーの管理」


	
第12.2.6項「フォルトのリカバリおよび中断」


	
第12.2.7項「メディエータ・ルーティング統計のモニター」


	
第12.2.8項「リクエストのブレークダウン統計のモニター」


	
第12.2.9項「相互参照値の削除」


	
第12.2.10項「メディエータ・サービス・エンジン・プロパティの構成」


	
第12.2.11項「メディエータ・サービス・エンジン・インスタンスのモニター」


	
第12.2.12項「メディエータ・サービス・エンジンのデプロイメントのモニター」


	
第12.2.13項「メディエータ・サービス・エンジンのフォルトからのリカバリ」


	
第12.2.14項「メディエータ・サービス・エンジンの最新インスタンスおよびフォルトのモニター」






12.2.1 メディエータ・サービス・コンポーネントの最新インスタンスおよびフォルトのモニター

次の項に、サービス・エンジンを稼働するすべてのメディエータ・サービス・コンポーネント・インスタンスおよびフォルトをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
ビジネス・フロー・インスタンスを理解します。


	
メディエータ・サービス・エンジンの最新インスタンスおよびフォルトをモニターします。









12.2.2 メディエータ・サービス・コンポーネント・インスタンスのモニター

次の項に、メディエータ・サービス・コンポーネント・インスタンスをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーション・インスタンスを理解します。


	
メディエータ・サービス・コンポーネントインスタンスをモニターします。









12.2.3 メディエータ・サービス・コンポーネント・フォルトのモニター

次の項に、メディエータ・サービス・コンポーネント・フォルトをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
フォルト・ポリシーを理解します。


	
メディエータ・サービス・コンポーネント・フォルトをモニターします。









12.2.4 メディエータ・サービス・コンポーネント・フォルトからのリカバリ

次の項に、メディエータ・サービス・コンポーネント・フォルトからリカバリする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
フォルト・ポリシーを理解します。


	
フォルトからリカバリします。









12.2.5 メディエータ・サービス・コンポーネント・ポリシーの管理

次の項に、メディエータ・サービス・コンポーネントにポリシーをアタッチまたはデタッチする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
ポリシーを理解します。


	
使用可能な特定のポリシーのタイプおよび、ユーザー環境で使用するポリシーを理解します。


	
ポリシーとBPELプロセス・サービス・コンポーネント間でのアタッチおよびデタッチをします。









12.2.6 フォルトのリカバリおよび中断

単一または複数のフォルトをリカバリまたは中断できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「SOAインフラストラクチャ・ホーム」ページを開きます。


	
「メディエータ・サービス・エンジン・ホーム」ページを開きます。


	
「フォルト」タブを選択します。


	
検索基準を指定します。


	
フォルトを選択します。


	
アクションを選択します。









12.2.7 メディエータ・ルーティング統計のモニター

メディエータ・サービス・コンポーネントのソース操作または署名済イベントのルーティング統計を表示できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「メディエータ・コンポーネント・ホーム」ページを開きます。


	
ルーティング・ソースを指定します。









12.2.8 リクエストのブレークダウン統計のモニター

リクエストを完了するために各ステージでかかった最短、最長時間、または平均時間など、リクエストのブレークダウン統計を表示できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「SOAインフラストラクチャ・ホーム」ページを開きます。


	
「メディエータ・サービス・エンジン・ホーム」ページを開きます。


	
リクエストのブレークダウン統計をモニターします。









12.2.9 相互参照値の削除

単一または複数の相互参照表から値を削除できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「SOAインフラストラクチャ・ホーム」ページを開きます。


	
「相互参照」ページを開きます。


	
削除する値を指定します。









12.2.10メディエータ・サービス・エンジン・プロパティの構成

次の項に、メディエータ・サービス・エンジンのプロパティの構成に必要な手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
メディエータ・サービス・エンジン・プロパティの構成









12.2.11 メディエータ・サービス・エンジン・インスタンスのモニター

次の項に、サービス・エンジンを稼働するすべてのメディエータ・サービス・コンポーネント・インスタンスをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーション・インスタンスを理解します。


	
メディエータ・サービス・エンジン・インスタンスをモニターします。









12.2.12 メディエータ・サービス・エンジンのデプロイメントのモニター

次の項に、メディエータ・サービス・エンジンを稼働するすべてのデプロイ済メディエータ・サービス・コンポーネントをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
Oracle JDeveloperでのデプロイを理解します。


	
Oracle Enterprise Managerでのデプロイを理解します。


	
メディエータ・サービス・エンジンでのデプロイに関する詳細を表示します。









12.2.13 メディエータ・サービス・エンジン・フォルトからのリカバリ

次の項に、メディエータ・サービス・エンジン・フォルトからリカバリする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
フォルト・リカバリを把握します。


	
フォルトからリカバリします。









12.2.14 メディエータ・サービス・エンジンの最新インスタンスおよびフォルトのモニター

次の項に、メディエータ・サービス・エンジンの最新インスタンスおよびフォルトをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーション・インスタンスを理解します。


	
メディエータ・サービス・エンジンの最新インスタンスおよびフォルトをモニターします。











12.3 デシジョン・サービス・コンポーネント(ビジネス・ルール)の管理

デシジョン・サービス・コンポーネントにより、SOAアプリケーションのビジネス・ルールを使用できます。この章では、ビジネス・ルール・サービス・エンジンおよびデシジョン・サービス・コンポーネント付きSOAコンポジットのモニターおよび管理に必要な標準的なタスクを説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第12.3.1項「デシジョン・サービス・コンポーネントの管理」


	
第12.3.2項「ビジネス・ルール・サービス・エンジンの統計のモニター」


	
第12.3.3項「デプロイ済デシジョン・サービス・コンポーネントのモニター」






12.3.1 デシジョン・サービス・コンポーネントの管理

次の項に、ビジネス・ルール・サービス・コンポーネントを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーション・インスタンスを理解します。


	
ビジネス・ルール・サービス・エンジン統計をモニターします。









12.3.2 ビジネス・ルール・サービス・エンジン統計のモニター

次の項に、ビジネス・ルール・サービス・エンジンの最新インスタンス、コンポーネントおよび最新のフォルトをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
ビジネス・ルール・サービス・エンジン統計をモニターします。









12.3.3 デプロイ済デシジョン・サービス・コンポーネントのモニター

次の項に、ビジネス・ルール・サービス・エンジンにデプロイされたデシジョン・サービス・コンポーネントをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
Oracle JDeveloperでのデプロイを理解します。


	
Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Control Consoleでのデプロイを理解します。


	
ビジネス・ルール・サービス・エンジンでのデシジョン・サービス・コンポーネントのデプロイに関する詳細を表示します。











12.4 ヒューマン・ワークフローの管理


この章では、ヒューマン・ワークフローを構成するために必要な標準的なタスク・セットについて説明します。ヒューマン・ワークフローを使用すると、ヒューマン機能の接続性をBPELプロセス・フロー内のシステムおよびサービスにインタリーブできます。ヒューマン・タスクでは、命令の承認などのタスクをユーザーまたはロールに割り当て、応答を待機します。ユーザーは、Oracle BPM Worklistを使用して、タスクを処理します。このようにビジネス・プロセスにヒューマン・タスクを含めると、プロセスとタスクを堅固に統合できます。

この章の内容は次のとおりです。

	
第12.4.1項「ワークフロー通知プロパティの構成」


	
第12.4.2項「ワークフロー・タスク・サービス・プロパティの構成」


	
第12.4.3項「ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジン内のデプロイのモニター」


	
第12.4.4項「ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンのアクティブ・リクエストと操作統計のモニター」


	
第12.4.5項「ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンの送受信通知の管理」


	
第12.4.6項「ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントのポリシーの管理」


	
第12.4.7項「ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントのタスク詳細アプリケーションのURI管理」






12.4.1 ワークフローの通知プロパティの構成

次の項に、通知モードおよび送受信メッセージ・アドレスを構成する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ヒューマン・ワークフローの通知サービスを理解します。


	
通知のユーザー・メッセージング・サービスのロールを理解します。


	
Oracle JDeveloperのヒューマン・タスク・エディタの通知プリファレンスを指定します。


	
Oracle Enterprise Managerの通知モードおよび送受信メッセージ・アドレスを構成します。




通知サービスの使用に関する詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の「通知サービスの使用」の章を参照してください。






12.4.2 ワークフロー・タスク・サービス・プロパティの構成

次のセクションに、タスク・サービスのアクション可能な受信電子メール・アカウント、追加のワークフロー・プロパティ、およびDynamic Assignment FunctionとTask Escalation Functionを構成するのに必要な手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
タスク・サービスを理解します。


	
Dynamic Assignment FunctionとTask Escalation Functionについて学習します。


	
タスク・サービスのアクション可能な電子メール・アカウント、追加のワークフロー・プロパティ、およびDynamic Assignment FunctionとTask Escalation Functionを構成します。




通知の送信方法の詳細は、詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』のヒューマン・ワークフローからの通知に関する項を参照してください。






12.4.3 ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジン内のデプロイメントのモニター

次の項に、ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンを稼働するすべてのヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントをモニターする手順のサマリーを示します。サービス・コンポーネントは、デプロイされるSOAコンポジット・アプリケーションの一部です。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle JDeveloperからのデプロイを理解します。


	
サービス・エンジンを理解します。


	
サービス・コンポーネントおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
SOAコンポジット・アプリケーションを理解します。


	
Oracle Enterprise ManagerからSOAコンポジット・アプリケーションをデプロイします。


	
ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンのデプロイメントをモニターします。









12.4.4 ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンのアクティブ・リクエストおよび操作統計のモニター

次の項に、ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンのアクティブなリクエスト、平均リクエスト処理時間、および操作統計をモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンのアクティブなリクエスト、平均リクエスト処理時間および操作統計をモニターします。









12.4.5 ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンの送受信通知の管理

次の項に、ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンで受信および送信通知メッセージを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
ヒューマン・ワークフローの通知サービスを理解します。


	
Oracle JDeveloperのヒューマン・タスク・エディタの通知プリファレンスを指定します。


	
Oracle Enterprise Managerで送信および受信通知を管理します。




通知サービスに関する詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の「通知サービスの使用」の章を参照してください。






12.4.6 ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネント・ポリシーの管理

次の項に、ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントでのポリシーのアタッチを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
ポリシーを理解します。


	
使用可能な特定のポリシーのタイプおよび、ユーザー環境で使用するポリシーを理解します。


	
ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネント・ポリシーを管理します。









12.4.7 ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントのタスク詳細アプリケーションのURIの管理

次の項に、ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントのタスクの詳細アプリケーションURIを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントのタスクの詳細アプリケーションURIを管理します。




Oracle SOA Suiteでのヒューマン・ワークフロー・サービスの仕様に関する詳細は、『Oracle SOA SuiteでのSOAアプリケーションの開発』の「ヒューマン・ワークフロー・サービスの概要」の章を参照してください。














13 バインディング・コンポーネント、Oracle B2BおよびOracle Business Activity Monitoringの管理


バインディング・コンポーネントは、SOAコンポジット・アプリケーションと外部との接続を確立します。

この章の内容は次のとおりです。

	
バインディング・コンポーネントの管理


	
Oracle B2Bの管理


	
Oracle Business Activity Monitoringの管理






13.1 バインディング・コンポーネントの管理

この項ではバインディング・コンポーネントを構成するために必要な標準的なタスク・セットについて説明します。バインディング・コンポーネントを使用すると、SOAコンポジット・アプリケーションが外部と通信できます。サービスは、外部の世界に対して、SOAコンポジット・アプリケーションへのエントリ・ポイントを提供します。参照は、SOAコンポジット・アプリケーションから外部にある外部サービスに送信するメッセージを有効にします。

この項には次のトピックが含まれます:

	
第13.1.1項「サービスおよび参照バインディング・コンポーネントのインスタンスおよびフォルトのモニター」


	
第13.1.2項「サービスおよび参照バインディング・コンポーネント・ポリシーの管理」


	
第13.1.3項「サービス・バインディング・コンポーネントおよび参照バインディング・コンポーネントのプロパティの構成」






13.1.1 サービスおよび参照バインディング・コンポーネントのインスタンスおよびフォルトのモニター

次の項に、バインディング・コンポーネント・インスタンスおよびフォルト、および最新拒否メッセージをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
バインディング・コンポーネントを理解します。


	
バインディング・コンポーネント・インスタンスおよびフォルトをモニターします。









13.1.2 サービスおよび参照バインディング・コンポーネント・ポリシーの管理

次の項に、バインディング・コンポーネントでのポリシーのアタッチを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
バインディング・コンポーネントを理解します。


	
ポリシーを理解します。


	
使用可能な特定のポリシーのタイプおよび、ユーザー環境で使用するポリシーを理解します。


	
バインディング・コンポーネント・ポリシーを管理します。









13.1.3 サービスおよび参照バインディング・コンポーネント・プロパティの構成

次の項に、バインディング・コンポーネント・プロパティの値を変更する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
バインディング・コンポーネントを理解します。


	
バインディング・コンポーネント・プロパティを構成します。









13.1.4 アダプタ・レポートの表示

次の項に、アダプタ・レポートを表示する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「Oracle SOAコンポジット」ページから、「サービスまたは参照」ページをクリックします。


	
「サービスまたは参照」ページの「アダプタ」タブをクリックします。


	
「レポートの有効化」をクリックします。Fusion Middleware Controlによって構成、モニタリングおよびスナップショットレポートが表示されます。




詳細は、『Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理』のJCAアダプタのモニタリングに関する項を参照してください。





13.1.5 アダプタ・エンドポイントのアクティブ化および非アクティブ化のスケジュール

次の項に、アダプタ・エンドポイントのアクティブ化および非アクティブ化をスケジュールする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「SOAインフラストラクチャ」メニューから、「スケジュールの定義」を選択して、「スケジューリング・サービス」ページに移動します。


	
そのページで使用できる「スケジューリング・サービス」メニューから、「ジョブ・リクエスト」→「スケジュールの定義」を選択します。ここで、スケジュール名、説明、頻度および開始日などの項目を入力できます。


	
これらのスケジュールは「スケジュールの作成」ページで編集または削除できます。


	
「アダプタ・スケジュール」・ダイアログを使用して、「ジョブ・リクエスト」→「スケジュールの定義」を介してすでに確立したスケジュールの中からスケジュールを選択します。




詳細は、『Oracle SOA SuiteおよびOracle Business Process Management Suiteの管理』のJCAアダプタのモニタリングに関する項を参照してください。








13.2 Oracle B2Bの管理


Oracle B2Bにより、組織と外部取引パートナ間の安全で信頼性の高いeビジネスによる取引が可能です。この章では、Oracle B2Bをモニターするために必要な標準的なタスク・セットについて説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
B2Bインフラストラクチャ - SOAバインディングのモニター






13.2.1 B2Bインフラストラクチャ: SOAバインディングのモニター

次の項に、B2Bバインディング・コンポーネントをモニターする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
ドキュメント・タイプを理解します。


	
取引パートナを理解します。


	
エンドポイントを理解します。




「関連リンク」の下にある「B2Bサーバー・プロパティ」リンクと「B2Bコンソール」リンクを使用します。








13.3 Oracle Business Activity Monitoringの管理

Oracle BAMにより、リアルタイムでビジネス・プロセスをモニターできます。

この項では、Oracle BAMの構成を実行するために必要な標準的なタスク・セットについて説明します。

項目は次のとおりです。

	
「Oracle BAMプロパティ」ページを理解します。


	
「Oracle BAMパフォーマンス・サマリー」ページをモニターします。


	
Oracle BAMサーバーの起動および停止を制御します。


	
ログ・メッセージを表示します。


	
ログ・メッセージを構成します。


	
アプリケーション・ポリシーを理解します。


	
アプリケーション・ロールを理解します。


	
システムMBeanブラウザを理解します。


	
ターゲット情報を使用して、バージョン、Oracleホーム・パス、Middlewareホーム・パス、Domainホーム・パス、ホスト名などOracle BAMサーバーに関する追加情報を表示します。





関連項目

Oracle BAMによるビジネス・アクティビティのモニタリングのOracle BAMのモニタリングおよび管理の理解に関する項

Oracle BAMによるビジネス・アクティビティのモニタリングのOracle BAMのパフォーマンスのモニタリングに関する項

Oracle BAMによるビジネス・アクティビティのモニタリングのOracle BAMのモニタリングに関する項

Oracle BAMによるビジネス・アクティビティのモニタリングのOracle BAMセキュリティの理解に関する項

『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle WebLogic Server管理コンソールの使用に関する項

『Oracle Fusion Middleware Oracle Fusion Middlewareの管理』のシステムMBeanサーバーの使用に関する項












14 ビジネス・イベントの管理


目的の状況が発生したときにビジネス・イベントを起動できます。ビジネス・イベントは、ビジネス環境での発生結果として送信されたメッセージ・データで構成されています。ビジネス・イベントが公開されると、他のサービス・コンポーネントはそれをサブスクライブできます。

この章の内容は次のとおりです。

	
ビジネス・イベントの公開


	
ビジネス・イベント・サブスクライバの管理






14.1 ビジネス・イベントのサブスクライブ

次の項で、SOAコンポジット・アプリケーションのビジネス・イベントを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サブスクリプション、イベント名、イベントのネームスペース、一貫性レベルおよびXPathフィルタを含むビジネス・イベントを理解します。


	
Oracle JDeveloperのビジネス・イベントを作成します。


	
Oracle Enterprise Managerのビジネス・イベントに登録します。









14.2 ビジネス・イベント・サブスクライバの管理

次の項で、SOAコンポジット・アプリケーションのビジネス・イベント・サブスクライバを管理する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サブスクリプション、イベント名、イベントのネームスペース、一貫性レベルおよびXPathフィルタを含むビジネス・イベントを理解します。


	
Oracle JDeveloperのビジネス・イベントを作成します。


	
Oracle Enterprise Managerのビジネス・イベント・サブスクライバを管理します。















15 Oracle Service Busの管理


この章では、Oracle Service Busプロジェクトおよびインスタンスを構成およびモニターするために必要な標準的なタスク・セットについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Service BusのSLAアラートのモニター


	
Service Busのパイプライン・アラートのモニター


	
エラーが発生したService Busサービスのモニター


	
単一のサービスに対する操作設定の構成


	
ドメイン全体の複数サービスに対する操作設定の構成


	
プロジェクトの複数のサービスに対する操作設定の構成


	
Service Busのグローバル操作設定の構成


	
Service Busドメイン全体のサービス・ヘルスのモニター


	
Service Busプロジェクトのサービス・ヘルスのモニター


	
Service Busサービスのヘルスのモニター


	
Service Busのリシーケンス・グループのモニター


	
リシーケンス・メッセージのスキップおよびフォルトからのリカバリ


	
セキュリティ・ポリシーの表示および更新


	
Service Busのログ・ファイルの表示


	
Service Busのメッセージ・レポートの表示


	
Service Busプロジェクトとリソースのインポート


	
Service Busプロジェクトとリソースのエクスポート






15.1 Service BusのSLAアラートのモニター

次に、Service Busドメインのすべてのサービスに対して生成されたSLAアラートを表示し、特定のアラートを検索する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
SLAアラートを理解します。


	
Service Busサービスに対するSLAアラートを作成します。


	
モニタリングおよびアラートを有効化します。


	
アラート・レベルを指定します。


	
すべてのSLAアラートをService Busダッシュボードに表示します。


	
SLAアラートを検索します。









15.2 Service Busパイプライン・アラートのモニター

次に、Service Busドメインのすべてのパイプラインに対して生成されたパイプライン・アラートを表示し、特定のアラートを検索する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
パイプライン・アラートを理解します。


	
パイプラインにアラート・アクションを追加します。


	
モニタリングおよびアラートを有効化します。


	
すべてのパイプライン・アラートをService Busダッシュボードに表示します。


	
パイプライン・アラートを検索します。









15.3 エラーが発生したService Busサービスのモニター

次に、Service Busドメインで最もエラーが多く発生しているサービスを表示する手順のサマリーを説明します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
最もエラーが多いサービスをService Busダッシュボードに表示します。


	
エラーの発生したサービスに対するサービス・メトリックを表示します。









15.4 単一のサービスに対する操作設定の構成

次に、Service Busドメイン内のサービスに対する操作設定を表示および構成する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
操作設定を理解します。


	
サービスの「プロパティ」ページにアクセスします。


	
サービスの操作設定を変更します。


	
必要に応じて、対応するグローバル設定を変更します。









15.5 ドメイン全体の複数サービスに対する操作設定の構成

次に、Service Busドメイン内の複数のサービスに対する操作設定を表示および構成する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
操作設定を理解します。


	
構成するサービスを検索します。


	
サービスの操作設定を変更します。


	
必要に応じて、対応するグローバル設定を変更します。









15.6 プロジェクトの複数のサービスに対する操作設定の構成

次に、Service Busプロジェクト内の複数のサービスに対する操作設定を表示および構成する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
操作設定を理解します。


	
構成するサービスを検索します。


	
サービスの操作設定を変更します。


	
必要に応じて、対応するグローバル設定を変更します。









15.7 Service Busのグローバル操作設定の構成

次に、Service Busドメインにおいて、ドメイン・レベルで操作設定を表示および構成する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
操作設定を理解します。


	
操作設定をグローバルに変更します。









15.8 Service Busドメイン全体のサービス・ヘルスのモニター

次に、Service Busドメインで実行中のサービスのヘルスを示す統計を表示する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・ヘルス・メトリックを理解します。


	
ヘルスをモニターするサービスを検索します。









15.9 Service Busプロジェクトのサービス・ヘルスのモニター

次に、Service Busプロジェクトのサービスのヘルスを示す統計を表示する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・ヘルス・メトリックを理解します。


	
ヘルスをモニターするサービスを検索します。









15.10 Service Busサービスのヘルスのモニター

次に、Service Busドメインで実行中のサービスのヘルスを示す統計を表示する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・ヘルス・メトリックを理解します。


	
サービスのヘルス・メトリックをそのダッシュボードに表示します。









15.11 Service Busのリシーケンス・グループのモニター

次に、Service Busドメインのリシーケンス・グループのステータスを表示する手順のサマリーを説明します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Service Busのリシーケンスを理解します。


	
モニターするリシーケンス・メッセージを検索します。


	
リシーケンス・メッセージのステータス情報を表示します。









15.12 リシーケンス・メッセージのスキップおよびフォルトからのリカバリ

次に、タイムアウトして他のメッセージの処理をブロックしているリシーケンス・グループのメッセージの処理をスキップする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Service Busのリシーケンスを理解します。


	
モニターするリシーケンス・グループを検索します。


	
リシーケンス・グループのスタック・メッセージをスキップするか、フォルトからリカバリします。









15.13 セキュリティ・ポリシーの表示および更新

次に、Service Busサービスのセキュリティ・ポリシーを表示および更新する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
セキュリティ・ポリシーを把握します。


	
サービスにアタッチされたポリシーを表示します。


	
ポリシーをアタッチおよびデタッチするか、ポリシーのオーバーライドを定義します。









15.14 Service Busのログ・ファイルの表示

次に、Fusion Middleware ControlでService Busのログファイルを表示する手順のサマリーを説明します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Service Busのロギングを理解します。


	
(オプション)Service Busのロギングを構成します。


	
ログ・ファイル・エントリを表示します。









15.15 Service Busのメッセージ・レポートの表示

次に、Fusion Middleware ControlでService Busのメッセージ・レポートを表示する手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Service Busのメッセージ・レポートを理解します。


	
レポート・アクションを作成します。


	
サービスのメッセージ・レポートを有効にします。


	
メッセージ・レポートをグローバルに有効化します。


	
メッセージ・レポートを表示します。









15.16 Service Busプロジェクトおよびリソースのインポート

次に、Fusion Middleware Controlを使用して、Service BusプロジェクトおよびリソースをService Busドメインにインポートする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
インポート・プロセスを理解します。


	
構成JARファイルをインポートします。









15.17 Service Busプロジェクトおよびリソースのエクスポート

次に、Fusion Middleware ControlからService Busプロジェクトおよびリソースをエクスポートする手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
エクスポート・プロセスを理解します。


	
Service Busリソースをエクスポートします。














第IV部



Oracle Business Process Management Suiteの管理

この部には次の章が含まれます:

	
第16章「Oracle Business Process Management Suiteの管理」











16 Oracle Business Process Management Suiteの管理


この章では、Oracle Business Process Management Suiteを構成するために必要な標準的なタスク・セットについて説明します。Oracle Business Process Management Suiteにより、ビジネス・プロセス・フローを統合、実行することができます。

この章の内容は次のとおりです。

	
BPMNプロセス・サービス・エンジン・プロパティの構成


	
BPMNプロセス・サービス・エンジンのパフォーマンス統計のモニター


	
BPMNプロセス・サービス・エンジンでのデプロイメントのモニター


	
BPMNプロセス・サービス・コンポーネント・ポリシーの管理


	
BPMNプロセス・サービス・エンジンのメッセージ障害からのリカバリ






16.1 BPMNプロセス・サービス・エンジン・プロパティの構成

次の項に、BPMNプロセス・サービス・エンジン・プロパティの構成に必要な手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
BPMNプロセス・サービス・エンジン・プロパティを構成します。









16.2 BPMNプロセス・サービス・エンジンのパフォーマンス統計のモニター

次の項に、保留中およびアクティブなBPMNプロセス・サービス・エンジンのリクエストならびにスレッド統計をモニターするのに必要な手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
保留中およびアクティブなリクエストならびにスレッド統計をモニターします。









16.3 BPMNプロセス・サービス・エンジンでのデプロイメントのモニター

次の項に、BPMNプロセス・サービス・エンジンを稼働するすべてのBPMNプロセス・サービス・コンポーネントをモニターするのに必要な手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
Oracle JDeveloperでのデプロイを理解します。


	
Oracle Enterprise Managerでのデプロイを理解します。


	
BPMNプロセス・サービス・エンジンでのデプロイに関する詳細を表示します。









16.4 BPMNプロセス・サービス・コンポーネント・ポリシーの管理

次の項に、BPMNプロセス・サービス・コンポーネントに対してポリシーをアタッチまたはデタッチするのに必要な手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・コンポーネントおよびサービス・コンポーネント・インスタンスを理解します。


	
ポリシーを理解します。


	
使用可能な特定のポリシーのタイプおよび、ユーザー環境で使用するポリシーを理解します。


	
ポリシーとBPMNプロセス・サービス・コンポーネント間でアタッチおよびデタッチします。









16.5 BPMNプロセス・サービス・エンジンのメッセージ障害からのリカバリ

次の項に、BPMNプロセス・サービス・エンジンで手動でメッセージをリカバリするのに必要な手順のサマリーを示します。この項では、主要な概念および手順を説明するドキュメントへのリンクも示します。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
サービス・エンジンを理解します。


	
メッセージ障害からリカバリします。














第V部



Oracle Data Integratorの管理

この部では、Oracle Data Integratorを構成および管理するときに実行する必要がある標準的なタスク・セットについて説明します。

この部は、次の章で構成されています。

	
第17章「Oracle Data Integratorの管理」











17 Oracle Data Integratorの管理

Oracle Data Integratorは、複雑なデータ・ウェアハウスの構築、デプロイ、管理を行うための完全に統一されたソリューションを提供します。あるいは、SOAまたはビジネス・インテリジェンス環境におけるデータ中心アーキテクチャの一部としても使用されます。さらに、データ統合のあらゆる要素(データの移動、データの同期化、データ品質、データ管理、データ・サービス)を組み合せて、複雑なシステムにおいて情報の迅速さ、正確さおよび一貫性を保証します。

この項では、Oracle Data Integratorを管理するときに実行する必要がある標準的なタスク・セットについて説明します。

	
第17.1項「Oracle Data Integratorの構成」


	
第17.2項「Oracle Data Integratorの管理」






17.1 Oracle Data Integratorの構成

Oracle Data Integratorコンソールは、Oracle Data Integratorのランタイム・アーキテクチャを管理およびモニタリングし、設計時のオブジェクトを参照するためのWebベースのコンソールです。

次に、Oracle Data Integratorコンソールを構成する手順のサマリーを説明します。また、主要な概念および前提条件を説明するドキュメントへのリンクも表示されます。


始める前に

ODIドメインのアーキテクチャを理解します。詳細。


Oracle Data Integratorの構成

	
ODIドメインを構成します。


	
Oracle Data Integratorコンソールを構成します。









17.2 Oracle Data Integratorの管理

Oracle Data Integratorコンソールは、Oracle Data Integratorのランタイム・アーキテクチャを管理およびモニタリングし、設計時のオブジェクトを参照するためのWebベースのコンソールです。

Oracle Data Integratorコンソールを管理する際に実行するタスクのサマリーを次に示します。

	
Oracle Data Integratorコンソールを起動および停止します。


	
ODIエージェントを起動および停止します。


	
ODIスタンドアロン・エージェントを構成します。


	
マスター・リポジトリを構成します。


	
セッションを検索します。


	
ロード・プラン実行を検索します。


	
ログ・メッセージを表示します。









17.3 Oracle Data Integratorコンソールの起動と停止

Oracle Data IntegratorコンソールはFusion Middleware Controlから起動および停止できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ターゲット・ナビゲーション」ペインで、「アプリケーション・デプロイメント」フォルダを展開し、「odiconsole」をクリックします。「odiconsole」ページが表示されます。


	
「ドメイン・アプリケーション・デプロイメント」メニューで「制御」を選択します。


	
次の操作のいずれかを実行します。

	
「起動」を選択して、Oracle Data Integratorコンソールを起動します。


	
「停止」を選択して、Oracle Data Integratorコンソールを停止します。












17.4 ODIエージェントの起動と停止

Java EEエージェントをFusion Middleware Controlから起動および停止できます(Java EEエージェントが同じドメインにデプロイされている場合)。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「ターゲット・ナビゲーション」ペインのODIフォルダを展開し、J2EEエージェントに対応するターゲット・リンクをクリックします。「J2EEエージェント」ホームページが表示されます。


	
「エージェント」メニューから、「制御」を選択します。


	
次の操作のいずれかを実行します。

	
「起動」を選択してエージェントを起動します。


	
「停止」を選択してエージェントを停止します。










	
注意:

スタンドアロン・エージェントがOPMNまたはCAMで管理されている場合は、スタンドアロン・エージェントをFusion Middleware Controlから起動および停止できます。スタンドアロン・エージェントがOPMNまたはCAMで管理されない場合、それらの起動および停止には、起動スクリプトおよび停止スクリプトを使用する必要があります。エージェントの起動および停止方法の詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Data Integratorの管理のエージェントの管理に関する項を参照してください。












17.5 ログ・メッセージの表示

Fusion Middleware Controlでログ・メッセージを表示できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
「エージェント」ホームページにナビゲートします。


	
「エージェント」メニューから、「ログ」→「ログ・メッセージの表示」を選択します。














第VI部



Oracle Business Intelligenceの管理

このオンライン・ヘルプのセクションには、次のトピックがあります。

	
Oracle Business Intelligenceの管理











18 Oracle Business Intelligenceの管理

Oracle Business Intelligenceは、エンタープライズ・ビジネス・インテリジェンスのツールとインフラストラクチャを包括的にまとめた製品です。これらのツールとインフラストラクチャとして、問合せと分析のためのスケーラブルで効率的なサーバー、非定型問合せと分析のツール、インタラクティブなダッシュボード、プロアクティブなインテリジェンスとアラート、リアルタイムの予測型インテリジェンス、エンタープライズ・レポート・エンジンなどがあります。Oracle Business Intelligenceは、様々なユーザーにより優れたビジネスの可視性と洞察力を提供するよう設計されています。

Oracle Fusion Middleware Controlは、Oracle Business Intelligenceの中間層を構成するための単一アクセス・ポイントを提供します。これにより、Oracle Business Intelligenceの管理者が、オペレーティング・システムやサーバー・コンピュータ経由のアクセスやタスクの実行をしなくても、インスタンスを管理できるようになります。

Oracle Business Intelligenceの管理者は、Fusion Middleware Controlを使用して、デフォルトの構成(インストール時の設定)をニーズに厳密にあわせて変更できます。中間層のオペレーティング・システム情報に関する詳しい知識は必要ありません。

この項では、Oracle Business Intelligenceの構成に必要な標準的なタスク・セットを説明します。

	
第18.1項「Business Intelligenceインスタンス・ページ」


	
第18.2項「一般的な管理タスクの実行」


	
第18.3項「Oracle Business Intelligenceの可用性の管理」


	
第18.4項「Oracle Business Intelligenceの構成」


	
第18.5項「Oracle Business Intelligenceの問題の診断および解決」


	
第18.6項「Oracle Business Intelligenceに対するセキュリティの管理」






18.1 Business Intelligenceインスタンス・ページ

Fusion Middleware ControlのBusiness Intelligenceインスタンス・ページを使用して、Oracle Business Intelligenceを管理できます。次のタスクを実行できます。

	
一般的な管理タスクの実行


	
Oracle Business Intelligenceの可用性の管理


	
Oracle Business Intelligenceの構成


	
Oracle Business Intelligenceの問題の診断および解決


	
Oracle Business Intelligenceに対するセキュリティの管理









18.2 一般的な管理タスクの実行

Fusion Middleware Controlを使用して、中間層のOracle Business Intelligenceの一般的な管理タスクを実行します。

一般的な管理に関連するタスクを次に示します。

	
システムのステータスの概要を取得します。


	
システムの起動および停止を管理します。


	
診断の概要を確認します。





関連項目

Oracle Business Intelligenceの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionのためのシステム管理者ガイドのOracle Business Intelligence管理の開始






18.3 Oracle Business Intelligenceの可用性の管理

Fusion Middleware Controlを使用して、Oracle Business Intelligenceの可用性を管理します。

可用性管理に関連するタスクを次に示します。

	
プロセスを管理します。


	
高可用性を構成します。


	
コンポーネントをスケールします。





関連項目

Oracle Business Intelligenceの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionのためのシステム管理者ガイドの高可用性のためのOracle Business Intelligenceのデプロイ






18.4 Oracle Business Intelligenceの構成

Fusion Middleware Controlを使用して、Oracle Business Intelligenceを構成できます。

構成に関連するタスクを次に示します。

	
パフォーマンスをチューニングします。


	
電子メール・サーバーに接続するようにOracle Business Intelligenceを構成します。


	
プレゼンテーション設定のデフォルトを変更します。





関連項目

Oracle Business Intelligenceの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionのためのシステム管理者ガイドのパフォーマンス・チューニングおよび問合せキャッシングの管理






18.5 Oracle Business Intelligenceの問題の診断および解決

Fusion Middleware Controlを使用して、問題の診断と解決を行います。ログ・ファイルのチェックと分析も含まれます。

問題の診断と解決に関連するタスクを次に示します。

	
ログ情報、エラー・メッセージおよびアラートを表示します。


	
ログ・ファイルのサイズと保存期間およびログレベルを構成します。





関連項目

Oracle Business Intelligenceの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionのためのシステム管理者ガイドのOracle Business Intelligenceの診断ログおよびログ構成ファイルの理解






18.6 Oracle Business Intelligenceに対するセキュリティの管理

Fusion Middleware Controlでは、Oracle Business Intelligenceに対するアプリケーション・ポリシーとアプリケーション・ロール、複数の認証プロバイダ、シングル・サインオン(SSO)を構成します。

セキュリティに関連するタスクを次に示します:

	
Oracle Business Intelligenceに対するアプリケーション・ロールおよびアプリケーション・ポリシーを管理します。


	
Oracle Business Intelligenceに対する複数の認証プロバイダを構成します。


	
Oracle Business Intelligenceに対するシングル・サインオン(SSO)認証を有効にします。


	
SMTPサーバーに対するSSLを構成します。


	
Oracle WebLogic Server管理コンソールにリンクして、WebLogicセキュリティ・レルムの構成および管理を行います。





関連項目

Oracle Business Intelligenceの管理











第VII部



Oracle WebCenterの管理

このオンライン・ヘルプのセクションには、次のトピックがあります。

	
第19章「Oracle WebCenter Enterprise Captureの管理」


	
第20章「Oracle Inbound Refineryの管理」


	
第21章「Oracle WebCenter Contentの管理」


	
第22章「Oracle WebCenter Portalの管理」











19 Oracle WebCenter Enterprise Captureの管理

Oracle WebCenter Enterprise Captureアプリケーションは、プロセス指向のイメージング・アプリケーションやイメージ対応のエンタープライズ・アプリケーションを中心に、拡張性の高いドキュメント・キャプチャを提供します。

この項では、Oracle Enterprise Managerコンソールを使用したOracle WebCenter Enterprise Captureのシステム構成およびモニターのための一般的なタスクを説明します。

	
第19.1項「Oracle WebCenter Enterprise Captureのステータスのチェック」


	
第19.2項「Oracle WebCenter Enterprise Captureの起動および停止」


	
第19.3項「Oracle WebCenter Enterprise Capture構成の変更」


	
第19.4項「Oracle WebCenter Enterprise Captureバンドル・マネージャの構成」


	
第19.5項「Oracle WebCenter Enterprise Captureロールの割当て」


	
第19.6項「Oracle WebCenter Enterprise CaptureのMBean値の表示および設定」


	
第19.7項「Oracle WebCenter Enterprise Captureのパフォーマンス・メトリックの表示」


	
第19.8項「Oracle WebCenter Enterprise Captureログのモニター」






19.1 Oracle WebCenter Enterprise Captureのステータスのチェック

Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページからアプリケーションのステータスをチェックし、関連するすべての機能を表示して、それらに移動できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページに移動します。


	
アプリケーションのステータスを表示します。









19.2 Oracle WebCenter Enterprise Captureの起動および停止

Oracle Enterprise Managerを使用してOracle WebCenter Enterprise Captureを起動および停止できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページに移動します。


	
サーバーを起動します。


	
サーバーを停止します。









19.3 Oracle WebCenter Enterprise Capture構成の変更

Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページからアプリケーション構成を変更できます。


始める前に

	
構成オプションを検討します。


	
構成を変更します。





Oracle WebCenter Enterprise Capture構成設定の管理

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページに移動します。


	
1つ以上の構成設定を選択して変更します。









19.4 Oracle WebCenter Enterprise Captureバンドル・マネージャの構成

Oracle Enterprise Managerを使用してクライアント・バンドルを管理できます。

	
Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページに移動します。


	
バンドル・マネージャを構成します。









19.5 Oracle WebCenter Enterprise Captureロールの割当て

Oracle Enterprise Managerを使用してLDAPユーザーおよびグループをCaptureロールに割り当てることができます。

	
Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページに移動します。


	
ユーザーおよびグループにCaptureロールを割り当てます。









19.6 Oracle WebCenter Enterprise CaptureのMBean値の表示および設定

Oracle Enterprise ManagerのシステムMBeanブラウザを使用して、Oracle WebCenter Enterprise Capture MBean値を表示および変更できます。






19.7 Oracle WebCenter Enterprise Captureのパフォーマンス・メトリックの表示

Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページからアプリケーションのパフォーマンス・メトリックを表示できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページに移動します。


	
パフォーマンス・メトリックを表示します。









19.8 Oracle WebCenter Enterprise Captureログのモニター

Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページからアプリケーションのログ・ファイルを表示できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
Oracle WebCenter Enterprise Captureホームページに移動します。


	
ログ・ファイルを表示します。















20 Oracle Inbound Refineryの管理

Inbound Refineryバージョン 11g リリース1は、ドキュメント、デジタル・イメージ、動画などの電子アセット用のファイル変換を管理する変換サーバーです。変換の他に、ドキュメントとイメージに対するサムネイル機能、デジタル・イメージからEXIFデータを抽出して使用したり、Adobe PhotoshopやAdobe Illustratorなどのプログラムから生成された電子ファイルからXMPデータを抽出して使用する機能があり、ビデオのストーリーボード作成も行うことができます。Oracle WebCenter Content ServerインスタンスでのInbound Refineryシステムは、Oracle WebLogicサーバー上にデプロイされます。

この項では、Oracle Inbound Refineryインスタンスを管理するために実行する標準的なタスク・セットについて説明します。

	
WebCenter Inbound Refineryインスタンスの起動と停止


	
WebCenter Inbound Refineryパフォーマンスの監視






20.1 WebCenter Inbound Refineryインスタンスの起動と停止

Oracle WebCenter Contentインスタンスの基本機能を制御するのと同じ方法でInbound Refineryインスタンスの基本機能を制御できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
インスタンスを起動します。


	
インスタンスを停止します。


	
インスタンスを再起動します。





関連項目

Oracle Inbound Refineryの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理のFusion Middleware Controlを使用したWebCenter Content Serverの起動と停止

『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle WebLogic Serverインスタンスの起動と停止に関する項






20.2 WebCenter Inbound Refineryパフォーマンスの監視

Oracle WebCenter Content Serverインスタンスの場合と同じ方法で、Inbound Refineryインスタンスのパフォーマンス・メトリック、ログ情報およびMBean情報に関する情報を表示できます。

タスクには次のものが含まれます。

	
Inbound Refineryインスタンスに関するパフォーマンス情報を表示します。


	
Inbound Refineryインスタンスに関するログ情報を表示します。


	
Inbound Refineryインスタンスに関するMBean情報を表示します。





関連項目

Oracle Inbound Refineryの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理のFusion Middleware Controlを使用したWebCenter Content Serverの監視












21 Oracle WebCenter Contentの管理

Oracle WebCenter Contentは、コンテンツの作成および承認から公開、検索、期限切れ、アーカイブまたは処分まで、コンテンツ・ライフサイクルの全フェーズを管理するために使用します。すべてのコンテンツ・タイプ(電子メール、ディスカッション、ドキュメント、レポート、スプレッド・シートおよびレコードからイメージ、マルチメディアまたは他のデジタル形式まで)は、Webリポジトリまたはデータベースに保存され、管理、再使用およびアクセスされます。Oracle WebCenter Content ServerインスタンスでのWebCenter Contentシステムは、Oracle WebLogicサーバー上にデプロイされます。

この項では、Oracle WebCenter Content Serverインスタンスを管理するために実行する標準的なタスク・セットについて説明します。

	
第21.1項「WebCenter Content Serverインスタンスの管理」


	
第21.2項「WebCenter Content Serverの一般的な構成の変更」


	
第21.3項「WebCenter Content Serverのインターネット構成の変更」


	
第21.4項「WebCenter Content: レコード構成の変更」


	
第21.5項「WebCenter Content Serverパフォーマンスの監視」


	
第21.6項「WebCenter Content Serverのコンポーネントの管理」


	
第21.7項「WebCenter Content Serverコンポーネント: 拡張の管理」






21.1 WebCenter Content Serverインスタンスの管理

WebCenter Content Serverインスタンスの基本機能を制御できます。

このプロセスの手順は次のとおりです。

	
WebCenter Content Serverインスタンスを起動します。


	
WebCenter Content Serverインスタンスを停止します。


	
WebCenter Content Serverインスタンスを再起動します。





関連項目

Oracle WebCenter Contentの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理のFusion Middleware Controlを使用したWebCenter Content Serverの起動と停止

『Oracle Fusion Middlewareの管理』のOracle WebLogic Serverインスタンスの起動と停止に関する項






21.2 WebCenter Content Serverの一般的な構成の変更

WebCenter Content Serverインスタンスの特定のシステム・レベルの一般的な構成設定を表示および変更できます。

タスクには、次のものが含まれます。

	
WebCenter Content Serverインスタンスによって管理されるコンテンツ・アイテムへのユーザー・アクセスを制御するために使用されるコンテンツ・セキュリティの構成設定を変更します。


	
WebCenter Content Serverインスタンスの一般的な構成設定を変更します。





関連項目

Oracle WebCenter Contentの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理のFusion Middleware Controlを使用したシステム・プロパティの構成






21.3 WebCenter Content Serverのインターネット構成の変更

WebCenter Content Serverインスタンスの特定のシステム・レベルのインターネット構成設定を表示および変更できます。

タスクには、次のものが含まれます。

	
WebCenter Content Serverインスタンスのインターネット・サーバーの構成設定を変更します。


	
WebCenter Content Serverインスタンスのインターネット電子メールの構成設定を変更します。





関連項目

Oracle WebCenter Contentの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理のFusion Middleware Controlを使用したシステム・プロパティの構成






21.4 WebCenter Content: レコード構成の変更

この機能をインストールし有効化している場合、Oracle WebCenter Content: レコードの構成設定を表示および変更できます。

	
レコードの一般オプション、レコード定義オプション、セキュリティ・オプション、通知オプション、スケジュール・オプション、ユーザー・インタフェース・オプション、DoD構成オプションおよび分類されたトピック・オプションを制御するために使用する構成設定を変更します。





関連項目

Oracle WebCenter Contentの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理のレコード管理の構成






21.5 WebCenter Content Serverパフォーマンスの監視

WebCenter Content Serverインスタンスのパフォーマンス・メトリック、ログ情報およびMBean情報に関する情報を表示できます。

タスクには、次のものが含まれます。

	
WebCenter Content Serverインスタンスに関するパフォーマンス情報を表示します。


	
WebCenter Content Serverインスタンスに関するログ情報を表示します。


	
WebCenter Content Serverインスタンスに関するMBean情報を表示します。





関連項目

Oracle WebCenter Contentの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理のFusion Middleware Controlを使用したWebCenter Content Serverの監視






21.6 WebCenter Content Serverのコンポーネントの管理

コンポーネントの標準リストを使用して、WebCenter Content Serverインスタンスのシステム・レベルのコンポーネントを管理できます。コンポーネントはWebCenter Content Serverシステムに追加機能を提供します。

タスクには、次のものが含まれます。

	
WebCenter Content Serverインスタンス内のコンポーネントに関する情報を表示します。


	
WebCenter Content Serverインスタンス内のコンポーネントを有効または無効にします。





関連項目

Oracle WebCenter Contentの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理のFusion Middleware Controlを使用したコンポーネントの管理






21.7 WebCenter Content Serverコンポーネント: 拡張の管理

コンポーネントと機能のより詳細なリストを使用して、WebCenter Content Serverインスタンスのシステム・レベルおよび追加のコンポーネントを管理できます。コンポーネントはWebCenter Content Serverシステムに追加機能を提供します。

タスクには、次のものが含まれます。

	
WebCenter Content Serverインスタンス内のコンポーネントを有効または無効にします。


	
WebCenter Content Serverインスタンスにコンポーネントをインストールします。


	
WebCenter Content Serverインスタンス内のコンポーネントをアンインストールします。


	
WebCenter Content Serverインスタンスにコンポーネントをアップロードまたはダウンロードします。


	
WebCenter Content Serverインスタンス内のコンポーネント構成を変更します。





関連項目

Oracle WebCenter Contentの管理

Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter Contentの管理のFusion Middleware Controlを使用したコンポーネントの管理












22 Oracle WebCenter Portalの管理

Oracle WebCenter Portalは、ポータル、ソーシャル・ネットワーキング、通信、コラボレーション、および個人の生産性に対して最新のテクノロジを提供します。この章では、WebCenter Portalの管理で実行できる標準的な構成および管理タスクを説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第22.1項「「WebCenterポータル」ホームページ」


	
第22.2項「「WebCenter Portalサービス構成」ページ」


	
第22.3項「「新規ポートレット・プロデューサの追加」ページ」


	
第22.4項「「選択したポートレット・プロデューサの編集」ページ」


	
第22.5項「アプリケーション設定」


	
第22.6項「「ポートレット・プロデューサ」ページ」


	
第22.7項「「分析」ページ」


	
第22.8項「「ディスカッション」ページ」






22.1 WebCenter Portalホームページ

ホームページを使用して、WebCenter Portalの一般情報を表示します。ここは、WebCenter Portal管理を開始する場所です。


	ホームページのコンポーネント	説明
	WebCenter Portal・メニュー	WebCenter Portalのメニュー・オプションを使用すると次のことができます。
	
WebCenter Portalの起動と停止


	
WebCenter Portalワークフローで使用するBPELサーバーの構成


	
WebCenter Portalのバックエンド・コンテンツ・リポジトリの管理


	
WebCenter Portalのバックエンド・サービスの管理


	
WebCenter Portalの外部アプリケーションの構成


	
ポートレット・プロデューサの管理


	
パフォーマンスの監視


	
診断情報の分析


	
WebCenter Portal Serverのエクスポートとインポート(すべてのポータル)


	
セキュリティ・ポリシーおよびロールの構成





	「パフォーマンス」グラフ	グラフィカル表示された、WebCenter Portalの主要なパフォーマンス・メトリック。次が一覧表示されます:
	
WebCenter Portalメトリック - 最近のパフォーマンスと可用性のデータ。


	
最近のCPU使用状況とメモリー使用状況 - Java仮想マシン(JVM)によるCPUとヒープ・メモリーの最近の使用状況。


	
Weblogic Serverメトリック - 最近のサーバーのヘルス。


	
セキュリティ・メトリック - 最近および過去のパフォーマンス・メトリック。


	
レスポンスと負荷 - すべてのポータルに対する平均ページ・レスポンス(ミリ秒)。平均ページ処理時間の増減理由を特定できるように、1分当たりの呼出し数も表示されます。


	
最もアクティブなポータル(過去24時間) - 最もよく使用された(最多の起動数が記録された)上位5つのポータル。

これらのポータルおよび使用されているその他のポータルに関するその他の情報を表示するには、「詳細」をクリックします。「ポータル・メトリック」も参照してください。




詳細なメトリック・データをドリルダウンするには、表ビューをクリックします。


	WebCenter Portalサービス	WebCenter Portalツールおよびサービスの主要なパフォーマンス・メトリック。
この表を使用すると、どのツールとサービスが稼働中かを即座に確認したり、WebCenter Portalが使用するこれらのサービスの個別および相対パフォーマンスを確認できます。サービスの名前をクリックすると、より詳細なメトリック・データをドリルダウンできます。サービス・メトリックも参照してください。


	関連コンポーネント	情報およびWebCenter Portalで使用される様々なコンポーネントへのダイレクト・リンク。







関連項目

WebCenter Portalメトリック収集の理解

キー・パフォーマンス・メトリックの理解

主要なパフォーマンス・メトリック・データによるシステム・ヘルスの分析および診断

キー・パフォーマンス・メトリックしきい値およびメトリック収集のカスタマイズ






22.2 「WebCenter Portalサービス構成」ページ

WebCenter Portalサービス構成ページでは、コンテンツ・リポジトリ、外部アプリケーション、ポートレット・プロデューサ、およびWebCenter Portalのその他のバックエンド・サービスを構成します。




	
注意:

すべての構成変更は、MDSリポジトリに格納されます。







このページでは次のタスクを実行できます。

	
コンテンツ・リポジトリの管理


	
ツールおよびサービスの管理


	
外部アプリケーションの構成


	
ポートレット・プロデューサの管理









22.3 「新規ポートレット・プロデューサの追加」ページ

「新規ポートレット・プロデューサの追加」ページを使用して、ポートレット・プロデューサまたはページレット・プロデューサをWebCenter Portalに登録します。




	
注意:

すべての構成変更は、MDSリポジトリに格納されます。







このページでは次のタスクを実行できます。

	
WSRPプロデューサの登録


	
Oracle PDK-Javaプロデューサの登録


	
ページレット・プロデューサの登録









22.4 「選択したポートレット・プロデューサの編集」ページ

「選択したポートレット・プロデューサの編集」ページを使用して、選択したポートレット・プロデューサまたはページレット・プロデューサの詳細を更新します。

このページでは、次のタスクを実行できます。

	
WSRPプロデューサの編集


	
Oracle PDK-Javaプロデューサの編集


	
ページレット・プロデューサの編集









22.5 アプリケーション設定

「アプリケーション設定」ページを使用して、WebCenter Portalのアプリケーションレベル設定を構成します。

	
BPELサーバー - BPELサーバー接続の詳細を指定し、ワークフローおよび通知機能を構成ます。


	
WebCenterポータル・ワークフロー - WebCenter PortalワークフローでBPELサーバーを使用するかどうかを指定します。


	
通知 - 通知をルーティングする方法を構成します。


	
検索クローラ - Oracle SESクローラでWebCenter Portal内の検索結果を返すかどうかを指定します。


	
構成の検索 - 検索設定を変更します。


	
プロキシ・サーバー - 外部RSSニュース・フィードを使用可能にするためのプロキシ・サーバーを構成します。




この構成の更新は、MDSリポジトリに格納されます。構成変更を有効にするには、アプリケーションがデプロイされている管理対象サーバーを再起動する必要があります。






22.6 「ポートレット・プロデューサ」ページ

「ポートレット・プロデューサ」ページを使用して、既存のポートレット・プロデューサおよびページレット・プロデューサのデプロイにナビゲートします。このページの表では、WC_Portlets管理対象サーバー上にデプロイされるすべてのプロデューサを表示します。

	
portalTools - OmniPortlet


	
wsrp-tools - WSRPツール


	
pagelet-producer - ページレット・プロデューサ




詳細なデプロイ情報にアクセスするには、表のプロデューサ・ターゲットを選択します。

詳細は、ポートレット・プロデューサの管理を参照してください。






22.7 「分析」ページ

「分析」ページを使用して、WC_Portal管理対象サーバーにデプロイされた分析コレクタを監視および管理できます。詳細なアプリケーション・デプロイ情報にアクセスするには、analytics-collectorターゲットを選択します。

分析の管理も参照してください。






22.8 「ディスカッション」ページ

ディスカッション・ページを使用して、WC_Collaboration管理対象サーバーにデプロイされたディスカッション・サーバー・アプリケーションを監視および管理します。

詳細なアプリケーション・デプロイ情報にアクセスするには、owc_discussionsターゲットを選択します。デプロイをテストする場合やディスカッション・サーバーのWebアプリケーションにアクセスする場合は、「Webモジュール」セクションのURLをクリックします。ディスカッション・サーバーのWebアプリケーション・ホームページが表示されます。

管理コンソールにアクセスするには、http://host:port/owc_discussions/adminに移動します。

ディスカッションおよびお知らせの管理も参照してください。











第VIII部



コンテナ・トピック

この部の構成は、次のとおりです。

	
付録A「選択したFusion Middleware Controlのページのタスク/サマリーのトピック」











A 選択したFusion Middleware Controlのページのタスク/サマリーのトピック


この付録には、Fusion Middleware Controlオンライン・ヘルプ・システム用のコンテナ・トピックが掲載されています。コンテナ・トピック(タスク/サマリーのトピック)は、Fusion Middleware Controlの単一管理ページに関連付けられたタスクのリストを掲載したオンライン・ヘルプ・トピックです。これらのトピックは、Fusion Middleware Controlの単一ページから複数のタスクを実行できるときに表示されます。

この付録の内容は次のとおりです。

	
Fusion Middlewareコンポーネント・ページ


	
「ポート構成」ページおよび「SSL構成」ページ


	
「ポートの作成」ページまたは「ポートの編集」ページ


	
「Oracle WebLogic Serverドメイン」ホーム・ページ


	
「Oracle WebLogic Serverクラスタ」ホーム・ページ


	
「サーバー」ホーム・ページ


	
「Java EEアプリケーション」ホーム・ページ


	
「クラスタ・アプリケーション」ホーム・ページ


	
「デプロイメント設定」ページ


	
デプロイ/再デプロイ・ウィザード


	
「ウォレット」ページ


	
「キーストア」ページ


	
(Oracle Walletsの)証明書の管理ページ


	
(JKSキーストアの)証明書の管理ページ


	
Oracle HTTP Server: ホームページ


	
Oracle SOA Suite


	
Oracle Business Process Management Suite。


	
Oracle Data Integratorコンソール・ホームページ


	
Oracle Service Bus






A.1 「Fusion Middlewareコンポーネント」ページ

このページを使用して、Oracle WebLogic Serverドメインで新しい管理対象サーバーまたはクラスタを作成します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
ドメインへの管理対象サーバーの追加


	
ドメインでのクラスタの作成









A.2 「ポート構成」ページおよび「SSL構成」ページ

この「ポート構成」ページを使用して、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのポートを表示、追加または変更します。

「SSL構成」ページを使用して、Oracle Web Cacheのポートを変更し、SSL設定を指定します。

これらのページを使用すると、Oracle Web CacheおよびOracle HTTP Serverの次の特定のタスクを実行できます。

	
Oracle HTTP Serverのリスニング・ポートの構成









A.3 「ポートの作成」ページまたは「ポートの編集」ページ

「ポートの作成」ページまたは「ポートの編集」ページでは、新規ポートを作成したり、既存のポートの特性を編集できます。

これらのページでは、Oracle HTTP Serverの次の特定のタスクを実行できます。

	
Oracle HTTP Serverのリスニング・ポートの構成









A.4 「Oracle WebLogic Serverドメイン」ホームページ

「Oracle WebLogic Serverドメイン」ホームページを使用して、このファームに関連付けられたドメインに関する一般情報を表示します。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





Fusion Middleware Controlでのファーム・ドメインの管理

	
チェンジ・センターの使用およびユーザー・プリファレンスの設定


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ


	
Oracle Fusion Middleware Webサービスの管理


	
Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示





ドメインのセキュリティの管理

	
セキュリティ資格証明の管理


	
Fusion Middleware Controlを使用した監査ポリシーの管理









A.5 「Oracle WebLogic Serverクラスタ」ホームページ

「Oracle WebLogic Serverクラスタ」ホームページを使用して、Oracle WebLogic Serverクラスタをモニターします。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





クラスタの管理

	
クラスタおよびクラスタにデプロイされたアプリケーションのモニター


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ









A.6 「サーバー」ホームページ

「サーバー」ホームページを使用して、Oracle WebLogic Serverドメインの管理サーバーまたは管理対象サーバーに関する情報を表示します。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





サーバーの管理

	
管理対象サーバーおよび管理対象サーバーにデプロイされたアプリケーションのモニター


	
Oracle Fusion Middlewareログ・ファイルの表示


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ









A.7 「Java EEアプリケーション」ホームページ

「Java EEアプリケーション」ホームページを使用して、選択したアプリケーションに関する情報を表示します。このページから次のタスクを実行できます。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





アプリケーションの管理

	
管理対象サーバーおよび管理対象サーバーにデプロイされたアプリケーションのモニター


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションの再デプロイ


	
MDSリポジトリの作成および登録









A.8 「クラスタ・アプリケーション」ホームページ

このページを使用して、Oracle WebLogic Serverクラスタにデプロイされた、選択したアプリケーションに関する情報を表示します。

このページでは次のタスクを実行できます。


始める前に

	
Fusion Middleware Controlを使用したOracle WebLogic Serverの管理


	
管理コンソールを使用したOracle WebLogic Serverの管理





クラスタ・アプリケーションの管理

	
クラスタおよびクラスタにデプロイされたアプリケーションのモニター









A.9 「デプロイメント設定」ページ

Fusion Middleware Controlでアプリケーションをデプロイする場合、デプロイメント・ウィザードの「デプロイ設定」ページおよび関連する「デプロイ・タスク」ページを使用して、アプリケーションのデプロイ・プラン設定を変更できます。

「デプロイ設定」ページでは、次のことを実行できます。

	
「デプロイ設定」ページの「デプロイ・プラン」セクションで、特定のアプリケーションのデプロイのすべてのデプロイ・プランの表示、変更、または保存を実行できます。


	
または、1つ以上のデプロイ・タスクを使用して、デプロイしているアプリケーションに関する一般的なデプロイ・プランの設定を変更できます。

「デプロイ設定」ページには、選択したアーカイブの内容に適用されるタスクのみが表示されます。




デプロイメント設定の管理の詳細は、第4.6項「Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ」を参照してください。






A.10 デプロイメント/再デプロイメント・ウィザード

選択したメニュー・コマンドに応じて、このウィザードのページから次のいずれかのタスクを実行できます。

	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションのデプロイ


	
Fusion Middleware Controlを使用したアプリケーションの再デプロイ









A.11 「ウォレット」ページ

「ウォレット」ページを使用して、Oracleウォレットを作成および管理します。

このページから次のタスクを実行できます。

	
ウォレットの作成


	
自己署名ウォレットの作成


	
ウォレットのエクスポート


	
ウォレットのインポート


	
ウォレットの削除









A.12 「キーストア」ページ

「キーストア」ページを使用して、Java (JKS)キーストアを作成および管理します。

このページから次のタスクを実行できます。

	
キーストアの作成


	
キーストアのエクスポート


	
キーストアの削除


	
キーストアのインポート


	
キーストア・パスワードの変更




Fusion Middleware Controlを使用したキーストアの作成、キーストアの削除およびキーストアの変更の詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のFusion Middleware Controlでのキーストアの管理に関する項を参照してください。

コマンドラインを使用したキーストアのエクスポートおよびインポートの詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のWLSTを使用したキーストアの管理に関する項を参照してください。






A.13 「証明書の管理(Oracleウォレット用)」ページ

「証明書の管理」ページを使用して、Oracleウォレットの証明書を作成および管理します。

このページから次のタスクを実行できます。

	
証明書リクエストの追加


	
証明書、証明書リクエストまたは信頼できる証明書のエクスポート


	
証明書または信頼できる証明書のインポート


	
証明書リクエスト、証明書または信頼できる証明書の削除


	
自己署名証明書のサード・パーティ証明書への変換









A.14 「証明書の管理(JKSキーストア用)」ページ

「証明書の管理」ページを使用して、Java (JKS)キーストアの証明書を作成および管理します。

このページから次のタスクを実行できます。

	
証明書署名リクエストの生成


	
キーストアへの証明書または信頼できる証明書のインポート


	
キーストアからの証明書または信頼できる証明書のエクスポート


	
キーストアからの証明書または信頼できる証明書の削除


	
自己署名証明書のサード・パーティ証明書への変換









A.15 「Oracle HTTP Server」ホームページ

「Oracle HTTP Server」ホームページを使用して、Oracle HTTP Serverの一般情報を表示します。

このページでは次のタスクを実行できます。


Oracle HTTP Serverの構成

	
リスニング・ポートの設定


	
リスニング・ポート用のSSLの構成


	
サーバー構成プロパティの指定


	
MIME設定の構成


	
mod_wl_ohsの構成


	
mod_perlの構成


	
エラー・ログおよびアクセス・ログの構成


	
仮想ホストの構成





Oracle HTTP Serverの管理

	
Oracle HTTP Serverの起動


	
Oracle HTTP Serverの停止


	
Oracle HTTP Serverの再起動


	
ポート番号の表示


	
Oracle HTTP Serverログの表示





Oracle HTTP Serverのパフォーマンスのモニター

	
サーバーのパフォーマンスのモニタリング


	
パフォーマンス・ディレクティブの設定









A.16 Oracle SOA Suite

このページを使用して、Oracle SOA Suiteを管理します。


A.16.1 SOAインフラストラクチャ

このページを使用して、SOAインフラストラクチャを管理します。


A.16.1.1 SOAインフラストラクチャの管理

「SOAインフラストラクチャ」ページを使用して、デプロイ済のSOAコンポジット・アプリケーションを構成、モニターおよび管理します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
SOAインフラストラクチャの全体的ステータスのモニター


	
SOAインフラストラクチャのデプロイ済SOAコンポジット・アプリケーションのモニター


	
SOAインフラストラクチャのビジネス・フロー・インスタンスのトラッキング


	
SOAインフラストラクチャのエラー・ホスピタルでのフォルトの管理










A.16.2 SOAパーティション

SOAパーティションを使用して、デプロイ済SOAコンポジット・アプリケーションを管理およびモニターします。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
「ダッシュボード」ページからのパーティションの管理


	
パーティションのデプロイ済コンポジットの管理


	
パーティションのビジネス・フロー・インスタンスのトラッキング


	
パーティションのエラー・ホスピタルのフォルトの管理








A.16.3 SOAコンポジット・アプリケーション

このページを使用して、SOAコンポジット・アプリケーションを管理します。


A.16.3.1 「Oracle SOAコンポジット」ページ

「Oracle SOAコンポジット」ページを使用して、SOAコンポジット・アプリケーションをモニター、管理、および実行します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
SOAコンポジット・アプリケーションのダッシュボードのモニター


	
SOAコンポジット・アプリケーションのダイアグラムの表示


	
SOAコンポジット・アプリケーション・レベルのビジネス・フロー・インスタンスのトラッキング


	
SOAコンポジット・アプリケーションのテストの自動化


	
SOAコンポジット・アプリケーション・ポリシーの管理










A.16.4 Oracle BPEL Process Manager

このページを使用して、Oracle BPEL Process Managerを管理します。


A.16.4.1 「BPELコンポーネント」ページ

「BPELコンポーネント」ページを使用して、BPELプロセス・サービス・コンポーネントをモニターおよび管理します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
BPELプロセス・サービス・コンポーネントのダッシュボードのモニター


	
BPELプロセス・サービス・コンポーネント・ポリシーの管理








A.16.4.2 「BPELエンジン」ページ

「BPELエンジン」ページを使用して、BPELサービス・エンジンをモニターおよび管理します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
BPELプロセス・サービス・エンジンのデプロイメントのモニター


	
BPELプロセス・サービス・エンジンの保留中およびアクティブなリクエストとスレッドパフォーマンス統計のモニター


	
BPELプロセス・サービス・エンジンのメッセージ障害からのリカバリ










A.16.5 デシジョン・サービス・コンポーネント

このページを使用して、デシジョン・サービス・コンポーネントを管理します。


A.16.5.1 「デシジョン・サービス・コンポーネント」ページ

「デシジョン・サービス・コンポーネント」ページでは、デシジョン・サービス・コンポーネントをモニターおよび管理できます。

これらのページで、次のタスクを実行できます。

	
デシジョン・サービス・コンポーネントの管理








A.16.5.2 「ビジネス・ルール・エンジン」ページ

「ビジネス・ルール・エンジン」ページでは、ビジネス・ルール・サービス・エンジンをモニターおよび管理できます。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
ビジネス・ルール・サービス・エンジン統計のモニター


	
デプロイ済デシジョン・サービス・コンポーネントのモニター










A.16.6 ヒューマン・ワークフロー

このページを使用して、ヒューマン・ワークフローを管理します。


A.16.6.1 「ヒューマン・ワークフロー・エンジン」ページ

「ヒューマン・ワークフロー・エンジン」ページを使用して、ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンをモニターおよび管理します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンのアクティブ・リクエストおよび操作統計のモニター


	
ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジン内のデプロイのモニター


	
ヒューマン・ワークフロー・サービス・エンジンの送受信通知の管理








A.16.6.2 「ヒューマン・タスク・コンポーネント」ページ

「ヒューマン・タスク・コンポーネント」ページを使用して、ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントをモニターおよび管理します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントのポリシーの管理


	
ヒューマン・タスク・サービス・コンポーネントのタスク詳細アプリケーションのURIの管理










A.16.7 Oracle Mediator

Oracle Mediatorの管理に使用します。


A.16.7.1 「Oracle MediatorServiceコンポーネント」ページ

Oracle Mediatorページを使用して、Oracle Mediatorサービス・コンポーネントをモニターおよび管理します。

	
メディエータ・サービス・コンポーネントの最新インスタンスおよびフォルトのモニター


	
メディエータ・サービス・コンポーネント・インスタンスのモニター


	
メディエータ・サービス・コンポーネント・フォルトのモニター


	
メディエータ・サービス・コンポーネント・フォルトからのリカバリ


	
メディエータ・サービス・コンポーネント・ポリシーの管理








A.16.7.2 「Oracle MediatorServiceエンジン」ページ

Oracle Mediatorページを使用して、Oracle Mediatorサービス・エンジンをモニターおよび管理します。

	
リクエストのブレークダウン統計のモニター


	
メディエータ・サービス・エンジンのデプロイメントのモニター


	
メディエータ・サービス・エンジン・フォルトからのリカバリ


	
メディエータ・サービス・エンジン・フォルトからのリカバリ










A.16.8 バインディング・コンポーネント

バインディング・コンポーネントの管理に使用します。


A.16.8.1 「サービスと参照バインディング・コンポーネント」ページ

サービスと参照バインディング・コンポーネント・ページを使用して、SOAコンポジット・アプリケーションのサービスおよび参照バインディング・コンポーネントを構成、モニター、および管理します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
サービスおよび参照バインディング・コンポーネントのインスタンスおよびフォルトのモニター


	
サービスおよび参照バイディング・コンポーネント・ポリシーの管理


	
サービスおよび参照バインディング・コンポーネント・プロパティの構成


	
アダプタ・レポートの表示










A.16.9 ビジネス・イベント

「ビジネス・イベント」ページを使用して、ビジネス・イベントを管理します。


A.16.9.1 「ビジネス・イベント」ページ

「ビジネス・イベント」ページを使用して、ビジネス・イベントを管理します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
ビジネス・イベントの公開


	
ビジネス・イベント・サブスクライバの管理










A.16.10 Oracle BAM

このページを使用して、Oracle Business Activity Monitoringをモニタリングします。


A.16.10.1 「Oracle BAM Server」ページ

Oracle BAM Serverページを使用して、サーバー・パフォーマンスをモニターし、サーバー・プロパティを構成します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
Oracle BAMサーバー・パフォーマンスのモニター


	
Oracle BAMサーバー・プロパティの構成








A.16.10.2 「Oracle BAM Webアプリケーション」ページ

Oracle BAM Webアプリケーション・ページを使用して、Webアプリケーションのパフォーマンスをモニターし、Webアプリケーション・プロパティを構成します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
Oracle BAM Webアプリケーション・パフォーマンスのモニター


	
Oracle BAM Webプロパティの構成













A.17 Oracle Business Process Management Suite

このページを使用して、Oracle Business Process Management Suiteを管理します。


A.17.1 「BPMNコンポーネント」ページ

「BPMNコンポーネント」ページを使用して、BPMNプロセス・サービス・コンポーネントをモニターおよび管理します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
BPMNプロセス・サービス・コンポーネント・ポリシーの管理








A.17.2 「BPMNエンジン」ページ

「BPMNエンジン」ページを使用して、BPMNサービス・エンジンをモニターおよび管理します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
BPMNプロセス・サービス・エンジンのパフォーマンス統計のモニター


	
BPMNプロセス・サービス・エンジンでのデプロイメントのモニター


	
BPMNプロセス・サービス・エンジンのメッセージ障害からのリカバリ











A.18 「Oracle Data Integratorコンソール」ホームページ

このページを使用して、Oracle Data Integratorを構成および管理します。このページでは次のタスクを実行できます。

	
Oracle Data Integratorの構成


	
Oracle Data Integratorの管理





A.18.1 「エージェント」ホームページ

このページを使用して、Oracle Data Integratorランタイム・エージェントをモニターします。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
「マスター・リポジトリ」をクリックして「マスター・リポジトリ」ホームページにアクセスして、マスター・リポジトリ・コンポーネントをモニターします。


	
セッションの検索


	
ロード・プラン実行の検索








A.18.2 「マスター・リポジトリ」ホームページ

このページを使用して、マスター・リポジトリ・コンポーネントをモニターします。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
セッションの検索


	
ロード・プラン実行の検索











A.19 Oracle Service Bus

これらのページを使用して、Oracle Service Busプロジェクトおよびサービスをモニターおよび管理します。


A.19.1 Oracle Service Busドメインの管理

このページを使用して、Service Busドメインのサービス・ヘルス、アラート、エラーをモニターおよび管理します。また、操作設定およびグローバル設定の更新、リシーケンスされたメッセージのスキップ、リシーケンス・フォルトからのリカバリも可能です。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
Service BusのSLAアラートのモニター


	
Service Busのパイプライン・アラートのモニター


	
エラーが発生したService Busサービスのモニター


	
Service Busドメイン全体のサービス・ヘルスのモニター


	
Service Busのリシーケンス・グループのモニター


	
リシーケンス・メッセージのスキップおよびフォルトからのリカバリ


	
ドメイン全体の複数サービスに対する操作設定の構成


	
Service Busのグローバル操作設定の構成








A.19.2 Oracle Service Busプロジェクトの管理

このページを使用して、Service Busプロジェクトのサービス・ヘルスをモニターおよび管理し、プロジェクトのサービスに対する操作設定を構成します。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
Service Busプロジェクトのサービス・ヘルスのモニター


	
プロジェクトの複数のサービスに対する操作設定の構成








A.19.3 OWSMポリシーのないOracle Service Busサービスの管理

このページを使用して、OWSMポリシーのアタッチされていないService Busサービスのサービス・ヘルスをモニターおよび管理します。サービスの操作設定を構成することもできます。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
Service Busサービスのヘルスのモニター


	
単一のサービスに対する操作設定の構成








A.19.4 OWSMポリシー付きのOracle Service Busサービスの管理

このページを使用して、OWSMポリシーをアタッチ可能なService Busプロキシまたはサービスのサービス・ヘルスをモニターおよび管理します。サービスの操作設定を構成することもできます。

このページでは次のタスクを実行できます。

	
Service Busサービスのヘルスのモニター


	
セキュリティ・ポリシーの表示および更新


	
単一のサービスに対する操作設定の構成
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